


　
明
治
３４
年
３
月
１５
日
、
現
在
の
十
字
街

交
番
あ
た
り
で
「
丸
高
」
と
い
う
仕
立
屋

を
営
ん
で
い
た
中
澤
喜
三
郎
と
マ
ツ
が
移

住
し
た
大
野
村（
現
・
北
斗
市
大
野
地
区
）

で
二
人
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
本
名
を

中
澤
喜
一
と
い
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
温
厚
な
老
け
役
と
し
て
戦
後
も
活
躍
し

た
映
画
俳
優
の
草
分
け
の
一
人
、
葛
木
香

一
は
実
兄
。
兄
の
活
躍
に
刺
激
さ
れ
１６
歳

で
初
舞
台
を
踏
み
、
大
正
１３
年
、
東
亜
、

マ
キ
ノ
等
持
院
撮
影
所
に
入
社
す
る
。
　

　
阪
妻
の
「
影
法
師
」
で
な
ら
ず
者
、
宮

島
健
一
の
「
狂
刃
」
で
山
賊
、
雲
井
竜
之

介
の
「
勤
王
」
で
芹
沢
鴨
を
演
じ
る
が
、

高
木
新
平
の
「
帰
っ
て
来
た
英
雄
」
の
ワ

ー
ナ
ー
・
オ
ー
ラ
ン
ド
ば
り
の
中
国
人
役

で
注
目
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
正
１５
年
、
村
越
章
二
郎
監
督
の
「
黎

明
の
大
江
戸
」
で
頭
角
を
現
し
、
人
気
小

説
「
鳴
門
秘
帖
」「
王
政
復
活
」「
阪
東
峡
客

伝
」
で
つ
い
に
主
役
を
演
じ
、
東
亜
キ
ネ

マ
の
客
層
に
ピ
ッ
タ
リ
の
剣
劇
ス
タ
ー
と

な
り
、
「
幡
随
院
長
兵
衛
」「
大
岡
政
談
越

後
伝
吉
」「
由
比
根
元
大
殺
記
」
な
ど
を
残

し
て
、
日
活
入
り
し
た
。
体
当
た
り
の
演

技
で
猛
優
と
言
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
５
年
、
日
活
太
秦
撮
影
所
に
て
五

社
競
作
の
吉
川
英
治
作
「
貝
殻
一
平
」
、

長
谷
川
伸
の
「
紅
蝙
蝠
」
で
主
演
。
最
後

の
主
演
映
画
は
、
昭
和
７
年
の
現
代
劇
「
こ

こ
ろ
の
燈
火
」
で
、
入
江
た
か
子
が
相
手

役
を
演
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
戦
後
、
阪
妻
主
演
、
沢
村
ア
キ
ヒ
コ（
後

の
長
門
裕
之
）
が
子
役
で
出
演
し
た
大
映

「
狐
の
呉
れ
た
赤
ん
坊
」
で
馬
方
役
と
し

て
好
演
し
た
。

　
昭
和
１１
年
か

ら
は
、マ
キ
ノ
・

ト
ー
キ
ー
製
作

所
に
所
属
し
、

同
社
崩
壊
後
は
、

新
興
キ
ネ
マ
に

移
籍
。
１７
年
、

第
二
次
世
界
大

戦
の
戦
時
合
併

以
降
は
、
そ
の

ま
ま
大
映
京
都
撮
影
所
に
戦
後
ま
で
在
籍

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
兄
弟
共
に
主
役
か
ら
端
役
、
老
け
役
ま

で
こ
な
し
、
長
い
俳
優
生
活
を
送
り
映
画

人
生
を
貫
い
た
。
芝
居
に
憧
れ
役
者
を
目

指
す
が
、
父
親
に
反
対
さ
れ
て
夜
逃
げ
同

然
で
家
を
出
て
、
旅
芸
人
の
一
座
に
入
っ

て
修
行
を
積
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
龍
三
郎
は
大
正
１３
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、

大
映
「
赤
銅
鈴
之
助
」
の
岳
林
坊
と
い
え

ば
往
年
の
フ
ァ
ン
は
知
る
人
が
多
く
、
昭

和
３６
年
８
月
４
日
胃
が
ん
の
た
め
に
死
去

す
る
ま
で
主
役
か
ら
端
役
ま
で
２
６
８
本

の
映
画
に
出
演
し
た
。
享
年
６０
歳
。
こ
の

年
に
兄
弟
で
出
演
し
た
大
映
「
花
く
ら
べ

狸
道
中
」
が
遺
作
と
な
っ
た
。
　
　
　
　

　
写
真
取
材
協
力
／
木
下
寿
実
夫
（
大
野
文
化
財
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
研
究
会
会
長
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
幸
雄
（
北
海
道
史
研
究
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
会
員
）
　
　
　
　
　
　

　
参
考
資
料
／「
映
画
俳
優
事
典
」
盛
内
政
志
著
　
　

　
　
　
　
　
　「
日
本
映
画
興
亡
史
Ⅱ
日
活
時
代
劇
」

　
　
　
　
　
　 

石
割
平
編
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　「
日
本
映
画
の
歴
史
」
岩
本
憲
児
編
著

　 　
　 



■
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
「
赤
毛
の
ア
ン
」
函
館
公
演

　
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
赤
い

髪
の
毛
と
そ
ば
か
す
だ
ら
け

の
小
さ
な
女
の
子
ア
ン
の
物

語
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
６
月
５
日
�
　
　
　

■
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
バ
・
バ
レ

　
エ
団
函
館
公
演
　
　
　
　

　
男
性
コ
メ
デ
ィ
バ
レ
エ
の

頂
点
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
バ
・

バ
レ
エ
団
。
男
性
と
は
思
え

な
い
眩
し
い
ほ
ど
の
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
と
女
性
ら
し
い
身
の

こ
な
し
、
数
々
の
名
作
バ
レ

エ
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
思

い
っ
き
り
笑
え
る
魅
惑
の
公

演
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
          

日
程
　
９
月
１１
日
�
　
　
　

■
東
京
都
交
響
楽
団
函
館
公
演

　
昨
年
の
３
月
１１
日
の
東
日

本
大
震
災
当
日
、
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
演
奏
会
を
同

じ
指
揮
者
（
小
林
研
一
郎
）
、

ソ
リ
ス
ト
（
ピ
ア
ノ
／
小
山

実
稚
恵
）
、
曲
目
で
開
催
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
          

日
程
　
１１
月
１４
日
�
　
　
　

■
東
儀
秀
樹
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

　
〜
雅
の
世
界
〜
　
　
　
　

　
雅
楽
を
現
代
音
楽
と
結
び

つ
け
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

世
の
中
に
知
ら
し
め
、
ジ
ャ

ン
ル
の
枠
を
超
え
て
活
躍
し

続
け
る
東
儀
秀
樹
の
ト
ー
ク

と
ラ
イ
ブ
の
世
界
。
　
　
　

　 
     

日
程
　
１１
月
２０
日
�
　
　
　

■
東
京
バ
レ
エ
団
　
　
　
　

　
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
函

　
館
公
演
　
　
　
　
　
　
　

　
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
３

大
オ
ペ
ラ
の
一
つ
「
眠
れ
る

森
の
美
女
」
。
今
回
は
バ
レ

エ
初
心
者
で
も
理
解
し
や
す

い
演
出
で
お
贈
り
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
     

日
程
　
平
成
２５
年
２
月
９
日
�

■
ム
ノ
ツ
ィ
ル
ブ
ラ
ス
金
管

　
七
重
奏
団
函
館
公
演
　
　

　
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
、
オ
ペ
ラ
、
ダ
ン
ス
、

笑
い
。
そ
の
す
べ
て
を
超
越

し
た
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
。

圧
倒
的
な
演
奏
テ
ク
ニ
ッ
ク
、

抱
腹
絶
倒
の
舞
台
演
技
、
完

璧
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
ま
さ

に
ブ
ラ
ス
芸
術
の
極
み
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　 
      

日
程
　
平
成
２５
年
２
月
２３
日
�

　
以
上
の
他
に
も
、
８
月
１２

日
�
に
は
２
回
目
と
な
る
コ

ン
テ
ス
ト
形
式
の
「
函
館
ダ

ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
２
」
、
函
館
ゆ
か
り
の

演
奏
家
に
よ
る
「
ざ
い
だ
ん

出
前
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
邦
楽

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

「
邦
楽
こ
ど
も
教
室
」
、「
函

館
ジ
ュ
ニ
ア
・
ド
リ
ー
ム
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
定
期
演
奏

会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　 

　 
  

■
安
永
徹
＆
市
野
あ
ゆ
み
　

　
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
　

　
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る

安
永
徹
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

と
そ
の
良
き
共
演
者
、
ソ
ロ
・

室
内
楽
で
高
い
評
価
を
得
て

い
る
市
野
あ
ゆ
み
（
ピ
ア
ノ
）

に
よ
る
至
高
の
二
重
奏
。
　

日
程
　
５
月
１３
日
�
　
　
　

■
初
田
悦
子
・
家
族
で
い
っ

　
し
ょ
に
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る

参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
。
子
育

て
世
代
の
共
感
を
得
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
等
で
贈
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
　
　
　
　
　
　

日
程
　
５
月
２６
日
�
　
　
　

■
リ
サ
イ
タ
ル
・
シ
リ
ー
ズ

○
河
村
尚
子
ピ
ア
ノ
・
リ
サ

　
イ
タ
ル
　
　
　
　
　
　
　

　
出
光
音
楽
賞
、
新
日
鉄
音

楽
賞
、
日
本
シ
ョ
パ
ン
協
会

賞
を
受
賞
し
、
国
際
的
な
活

動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
　

日
程
　
６
月
２８
日
�
　
　
　

○
木
嶋
真
優
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

　
リ
サ
イ
タ
ル
　
　
　
　
　

　
炎
の
よ
う
な
情
熱
と
冴
え

渡
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
。
故
・
ロ

ス
ト
ロ
ポ
ー
ヴ
ィ
チ
の
秘
蔵

っ
子
と
し
て
国
際
的
な
活
躍

を
す
る
新
鋭
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
。
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
２２
日
�
　
　
　

○
札
響
メ
ン
バ
ー
の
室
内
楽

　
〜
秋
を
愛
で
る
コ
ン
サ
ー

　
ト
〜
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
出
身
の
石
原
ゆ
か
り

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）を
始
め
と

す
る
札
幌
交
響
楽
団
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
室
内
楽
演
奏
会
。

日
程
　
１０
月
１４
日
�
　
　
　

■
ヘ
ン
デ
ル
作
曲
∧
メ
サ
イ

　
ア
∨
初
稿
版
全
曲
函
館
演

　
奏
会
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
市
内
で
公
募
し
た
合

唱
団
と
、
市
内
や
東
京
よ
り

招
聘
し
た
ソ
リ
ス
ト
及
び
古

楽
器
演
奏
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
の
共
演
で
、
ヘ
ン
デ
ル

作
曲
∧
メ
サ
イ
ア
∨
の
初
稿

版
に
よ
る
全
曲
演
奏
会
。
　

日
程
　
７
月
２９
日
�
　
　
　

■
清
水
ミ
チ
コ
お
笑
い
ス
ー

　
パ
ー
ラ
イ
ブ
　
　
　
　
　

　
古
今
東
西
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
達
の
特
徴
を
伝
え
な
が
ら
、

ピ
ア
ノ
の
持
つ
本
来
の
楽
し

さ
を
教
え
て
く
れ
る
。
理
知

的
で
お
し
ゃ
れ
で
、
お
腹
の

底
か
ら
笑
え
て
し
ま
う
不
思

議
な
世
界
。
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１０
月
３０
日
�
　
　
　

■
上
原
ひ
ろ
み
ジ
ャ
ズ
コ
ン

　
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　

　
１４
歳
で
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
、

１７
歳
で
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
チ

ッ
ク
コ
リ
ア
と
共
演
。
ピ
ア

ノ
と
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
あ
ふ

れ
出
る
上
原
ひ
ろ
み
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
と
リ
ズ
ム
は
世
界
の

ジ
ャ
ズ
界
を
席
巻
す
る
。
　

日
程
　
１１
月
予
定
　
　
　
　

■
五
嶋
龍
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

　
リ
サ
イ
タ
ル
　
　
　
　
　

　
７
歳
で
Ｐ
Ｍ
Ｆ
に
て
デ
ビ

ュ
ー
。
そ
の
後
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、

世
界
各
地
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
共
演
。
国
内
外
で
行
う
ソ

ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
常

に
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し

続
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　

日
程
　
１２
月
１
日
�
　
　
　

■
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
コ

　
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　

　
国
内
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
の
気

鋭
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集

ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
ブ
ラ
ス
・

ユ
ニ
ッ
ト
。
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

を
中
心
に
様
々
な
楽
曲
を
ジ

ャ
ズ
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
新

し
い
音
楽
を
展
開
す
る
。
　

日
程
　
１２
月
１６
日
�
　
　
　

　
以
上
の
他
に
も
、
函
館
に

ゆ
か
り
の
あ
る
若
い
演
奏
家

に
よ
る
「
函
館
新
人
演
奏
会
」
。

市
内
の
演
奏
家
に
よ
る
「
ジ

ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
２
」
と
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

サ
ロ
ン
」
。
「
レ
ッ
ツ
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
、「
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
タ
ー
」
、

「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」

か
ら
な
る
「
ス
テ
ー
ジ
ラ
ボ

２
０
１
２
」
で
は
、
舞
台
の

魅
力
を
伝
え
ま
す
。
地
元
出

身
者
や
地
元
で
活
動
す
る
演

奏
家
に
よ
る
「
２
０
１
３
ス

プ
リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 



 

　 　
現
在
世
界
的
に
最
も
注
目
す
べ
き

ピ
ア
ニ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
     

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第

２
位
、
ク
ラ
ラ
・
ハ
ス
キ
ル
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
優
勝
他
、
優
勝
・
入
賞
多

数
。
ド
イ
ツ
を
拠
点
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ロ
シ
ア
、
日
本
な
ど
で
積
極
的
に
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
う
傍
ら
、
バ
イ
エ
ル

ン
放
送
響
他
、
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
ソ
リ
ス
ト
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

　
大
器
を
感
じ
さ
せ
る
新
鋭
と
し
て

世
界
の
注
目
を
あ
び
る
河
村
尚
子
、

待
望
の
リ
サ
イ
タ
ル
。
　
　
　
　
　

日
時
　
６
月
２８
日
�
午
後
６
時
４５
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

  

　
幼
少
よ
り
そ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、

国
内
外
で
演
奏
経
験
を
重
ね
て
い
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
　
　
　
　
　
　

　 
    

　
巨
匠
ム
ス
テ
ィ
ス
ラ
フ
・
ロ
ス
ト

ロ
ポ
ー
ヴ
ィ
チ
よ
り
「
世
界
で
最
も

優
れ
た
若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」

と
絶
賛
さ
れ
て
以
来
、
ロ
ス
ト
ロ
ポ

ー
ヴ
ィ
チ
指
揮
の
も
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
活
動
を
展
開
。
２
０
１

１
年
に
は
ケ
ル
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
部
門
で

優
勝
。
聴
く
人
の
心
を
強
く
惹
き
つ

け
る
魅
力
を
持
つ
、
木
嶋
真
優
の
リ

サ
イ
タ
ル
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ
　
江
口
玲
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
９
月
２２
日
�
午
後
６
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

  

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
味
わ
え
な
い

弦
楽
五
重
奏
の
魅
力
を
名
曲
の
数
々

で
綴
る
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　

　
函
館
出
身
の
石
原
ゆ
か
り
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
を
始
め
、
札
幌
交
響
楽

団
で
活
躍
す
る
横
井
愼
吾
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）
、
水
戸
英
典
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）
、

信
田
尚
三
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
に
藤

田
淳
子
（
チ
ェ
ロ
）
が
加
わ
り
、
息

の
合
っ
た
高
い
技
術
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
聴
か
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
１４
日
�
午
後
３
時
　
　

○
シ
リ
ー
ズ
券（
３
公
演
セ
ッ
ト
券
）

　
の
発
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
間
　
３
月
２４
日
�
〜
６
月
２８
日
�

料
金
　
８
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
シ
リ
ー
ズ
券
は
芸
術
ホ
ー
ル
の
み

　
の
取
扱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
１
回
券
（
各
公
演
チ
ケ
ッ
ト
）
の

　
発
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
学
生
券
　
　
　
２
０
０
０
円 

　
　
　（
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増
）

発
売
日
　
４
月
２１
日
�
　
　
　
　
　

※
学
生
券
は
芸
術
ホ
ー
ル
、
市
民
会

　
館
、
七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
北

　
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
み
の

　
取
扱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５
¦
３
５
２
１（
芸
術
ホ
ー
ル
） 

   

　
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
少
女
「
赤
毛

の
ア
ン
」
が
、
１
９
８
０
年
の
日
本

初
演
か
ら
３２
年
。
１０
年
ぶ
り
に
全
国

公
演
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
　
　
　
　

　
　 

                

　
原
作
は
、
１
９
０
８
年
に
出
版
さ

れ
た
カ
ナ
ダ
の
作
家
ル
ー
シ
ー
・
Ｍ
・

モ
ン
ゴ
メ
リ
の
代
表
作
。
世
界
中
の

人
々
に
愛
さ
れ
、
読
み
継
が
れ
て
き

た
本
作
品
の
人
気
は
今
も
健
在
で
す
。

主
人
公
、
ア
ン
・
シ
ャ
ー
リ
ー
の
豊

か
な
感
情
表
現
と
夢
見
が
ち
な
独
特

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
出
版
か
ら
１

０
０
年
以
上
を
経
た
今
で
も
、
世
界

中
の
少
女
と
少
女
の
心
を
持
ち
続
け

る
大
人
た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
名
作
「
赤
毛
の
ア
ン
」
が
、

ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ー
ロ
ン
（
脚
色
）
、

ノ
ー
マ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
音
楽
）

の
手
に
よ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し

て
初
演
さ
れ
た
の
は
１
９
６
５
年
。

以
来
、
ア
ン
の
故
郷
、
プ
リ
ン
ス
・

エ
ド
ワ
ー
ド
島
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ

ウ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
上
演
さ
れ
続
け
て

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
劇
団
四
季
で
は
１
９
８
０
年
に
東

京
・
日
生
劇
場
で
初
演
。
パ
ス
テ
ル

カ
ラ
ー
に
彩
ら
れ
た
に
ぎ
や
か
な
ダ

ン
ス
場
面
、
グ
リ
ー
ン
・
ゲ
イ
ブ
ル

ス
の
居
間
で
の
マ
シ
ュ
ー
と
マ
リ
ラ

の
こ
こ
ろ
に
沁
み
る
静
か
な
会
話
な

ど
、
”
赤
毛
の
ア
ン
“
フ
ァ
ン
の
み

ら
な
ず
、
多
く
の
観
客
の
心
を
し
っ

か
り
と
と
ら
え
ま
し
た
。
ま
た
本
作

品
は
、
本
家
本
元
の
カ
ナ
ダ
人
ス
タ

ッ
フ
か
ら
も「
世
界
で
最
高
の
ア
ン
！
」

と
大
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
美
し
い
村
ア
ヴ
ォ
ン
リ
ー
の
自
然

に
囲
ま
れ
、
人
々
の
中
で
成
長
し
て

ゆ
く
ア
ン
の
姿
を
笑
い
と
涙
で
綴
っ

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
赤
毛
の
ア
ン
」
。

幕
が
上
が
る
と
、
そ
こ
に
は
抜
け
る

よ
う
な
青
空
と
爽
や
か
な
風
の
吹
く

プ
リ
ン
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
島
の
世
界

が
広
が
り
、
伸
び
や
か
な
歌
と
ダ
ン

ス
で
彩
ら
れ
た
ア
ン
の
物
語
が
目
の

前
に
蘇
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
人
生
と
ま
っ
す
ぐ
に
向
き
あ
い
な

が
ら
、
そ
の
個
性
を
開
花
さ
せ
、
生

き
る
喜
び
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

る
珠
玉
の
作
品
「
赤
毛
の
ア
ン
」
。

日
時
　
６
月
５
日
�
午
後
６
時
３０
分

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
８
０
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
６
０
０
０
円

　
　
　
Ｂ
席
　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
（
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増
）

※
Ｓ
席
・
Ａ
席
の
み
中
学
生
以
下
半

　
額
で
、
市
民
会
館
と
芸
術
ホ
ー
ル

　
の
み
の
取
扱
　
　
　
　
　
　
　
　

※
３
歳
未
満
の
方
の
入
場
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
３
月
３
日
�
　

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

　 



　子育て真っ最中のお父さん、お母さんはリフレッシュ！
子ども達は一緒に歌って盛り上がり！！家族みんな笑顔 
でリラックス！！！
　　　　　　　　　　　　　　　　ピアノ、アコーディ 
　　　　　　　　　　　　　　　オン、ギターをバック 
　　　　　　　　　　　　　　　にママさんシンガーな 
　　　　　　　　　　　　　　　らではのオリジナル曲 
　　　　　　　　　　　　　　　はもちろん、お父さん、 
　　　　　　　　　　　　　　　お母さんをはじめ、今 
　　　　　　　　　　　　　　　回はおじいちゃん、お 
　　　　　　　　　　　　　　　ばあちゃんまでもが楽 
　　　　　　　　　　　　　　　しめる昭和歌謡をライ 
　　　　　　　　　　　　　　　ンナップ。子ども達か 
　　　　　　　　　　　　　　　らはリクエスト曲も受 
　　　　　　　　　　　　　　　け付けているので、好 
　　　　　　　　　　　　　　　きな歌に合わせてみん 
なで踊ったり手遊びで盛り上がろう。今回もお座敷席あ 
り、キッズルームありで子ども達には存分に楽しんでい 
ただけます。また、授乳室やおむつ替えコーナーがあり 
ますので、お母さんも安心してご来場いただけます。 
　ステージではスライドショーを上映しますので、お子 
様の思い出や記念の写真をメッセージととともに大募集 
しています。 
　リクエスト、写真は芸術ホールまでお問い合せくださ 
い。 
日　時　５月２６日�午後１時３０分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、小学生以下無料 
　　　　（全席自由・当日５００円増） 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　クラシック音楽、伝統芸能の分野において日々音楽を 
学ばれている若い演奏家の出演を募集します。 
　過去に出演経験のある方も複数回の出演が可能です。 
出演対象　【次の要件を満たす方】
・函館(近郊)出身の方、当市にゆかりのある方 
・音楽大学または一般大学等の音楽関係の課程・コース 
　を卒業（修了）した方。または同程度の実力を有する 
　方（函館音楽協会員の推薦のある方等） 
・２０歳～概ね３０歳の方 
※応募多数の場合は書類選考があります。 
日　時　７月１５日�午後３時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、学生５００円 
　　　　中学生以下無料（要整理券） 
参加料　２０,０００円相当の入場券販売 
募集期間　３月１日�～４月３０日� 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　弦楽器奏者の裾野の拡大と演奏技術の向上を目的にク 
リニック（登録制）を行い、その成果を発表する演奏会 
を開催します。プロの演奏家による個人レッスン（料金 
別途）やグループレッスンが受講できます。 
応募資格　弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、 
　　　　　コントラバス）を弾かれる方。 
　　　　　※詳細はお問合わせください。 
会　場　函館市芸術ホール　リハーサル室他 
日　程　６月から平成２５年２月まで数回（未定） 
　　　　※演奏会は平成２５年３月を予定しています。 
応募方法　申込用紙（芸術ホールで配布）に記入の上、登 
　　　　　録料３,０００円（年間）を添えて、函館市芸 
　　　　　術ホールまでお申込みください。 
締　切　４月２０日� 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　 
                 

　
函
館
（
近
郊
）
出
身
及
び
函
館
ゆ

か
り
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

■
遠
藤
幸
男
＆
中
田
久
美
子
　
　
　

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
　
　

　
ヴ
ィ
オ
ラ
と
ピ
ア
ノ
で
巡
る
　
　

　
ロ
マ
ン
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
幸
男
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）
　
　
　
　

　
秋
田
県
男
鹿
市
出
身
。

イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
へ

の
留
学
を
経
て
、
９０
年

札
幌
交
響
楽
団
に
入
団
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
の
傍
ら
、
室
内

楽
や
ソ
ロ
演
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
活

躍
中
。
０５
年
よ
り
函
館
市
芸
術
ホ
ー

ル
管
弦
楽
団
の
指
導
に
携
わ
り
、
指

揮
者
を
務
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　

中
田
久
美
子
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
　
　

　
函
館
市
出
身
。
札
幌

大
谷
短
期
大
学
音
楽
科

卒
業
。
同
専
攻
科
修
了
。

ソ
ロ
演
奏
活
動
の
他
、

声
楽
や
合
唱
の
伴
奏
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
活
躍
中
。
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
北
海
道
函
館
店
ピ
ア
ノ
科
講
師
。

曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ラ
ー
ム
ス
　
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ナ
タ

　
第
１
番
ヘ
短
調
作
品
１
２
０
¦
１

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
　
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

　
タ
第
１
番
ヘ
短
調
作
品
１
　
　
他

日
時
　
３
月
４
日
�
午
後
３
時
　
　

■
函
館
男
声
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
　

　
故
郷
を
う
た
い
平
安
を
い
の
る
　

　
組
曲
『
お
か
あ
さ
ん
の
ば
か
』
を

演
奏
し
た
い
と
の
一
念
か
ら
、
指
揮

者
に
故
石
見
普
二
男
氏
を
迎
え
て
、

０５
年
１２
月
、
２３
名
で
結
成
。
　
　
　

　
１１
年
６
月
、
北
海
道
大
学
合
唱
団

東
京
Ｏ
Ｂ
会
ク
ラ
ー
ク
・
ク
ラ
ブ
と

の
合
同
演
奏
会
を
成
功
さ
せ
、
同
年

１０
月
、
フ
ラ
ン
ス
２
都
市
で
初
の
海

外
公
演
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
　

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
８０
歳
、
９０
歳
代
を

多
く
含
む
『
ス
ト
ラ
ン
ド
・
ボ
ー
イ

ズ
』
男
声
合
唱
団
を
理
想
と
し
、
生

涯
現
役
、
暮
ら
し
の
中
の
男
声
合
唱

の
創
造
と
継
承
を
め
ざ
し
て
い
る
。

団
員
３７
名
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
頭
瑛
嗣
（
編
曲
）
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
賛
歌
メ
ド
レ
ー
　
　
　
　

グ
ノ
ー
　
第
２
ミ
サ
曲
　
　
　
　
他

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　

料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
券
　
　
　
一
般
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
学
生
　
１
０
０
０
円

（
全
席
自
由
・
当
日
５
０
０
円
増
）

※
中
学
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
）

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５５
¦
３
５
２
１（
芸
術
ホ
ー
ル
）
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募集人員　５月１２日�６名・１３日�６名 
対　　象　身体障がいのため、常時車椅子を使用され 
　　　　　る方 
申込期間　３月３１日�必着 
申 込 先　〒０４２－０９３２　函館市湯川１丁目３２番２号 
　　　　　函館市民体育館 
申込方法　ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号、希 
　　　　　望日（５月１２日�・１３日�のいずれか 
　　　　　を明記し、上記宛先へ郵送してください。 
　　　　　（応募者１名につきハガキ１枚のみ有効） 
　　　　　応募多数の場合は、抽選となります。また、 
　　　　　介助者は１名に限り同席ができます。 

日　時　５月１２日�・１３日� 
　　　　午前１１時１５分開場（予定）午後１時試合開始 
会　場　千代台公園野球場（オーシャンスタジアム） 
料　金　ネット裏指定席　前売４,５００円、当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ｓ　前売４,５００円、当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ａ　前売３,５００円、当日４,０００円 
　　　　外野自由席おとな　前売１,５００円、当日１,７００円 
　　　　外野自由席小学生　前売　６００円、当日　８００円 
　　　　（内野指定席は４歳から入場料が必要、外野自 
　　　　由席は未就学児無料） 
前売券発売日　２月２２日� 
前売券発売所 
　函館市民体育館、ミノルスポーツ、石田文具、市内松 
　柏堂プレイガイド、道新プレイガイド（札幌）、チケッ 
　トぴあ（Ｐコード８２０－５６３）、ローソンチケット 
　（Ｌコード（１２日）１０５１２・（１３日）１０５１３）、 
　セブンイレブン各店（店内マルチコピー機）、ＪＲ北海 
　道「みどりの窓口」「ツインクルプラザ」、ＪＴＢ店頭、 
　ＪＴＢエンタメチケットデスク、札幌ドーム　他 
　※千代台公園陸上競技場は、４月１日�より外野自由 
　　席のみの発売となります。　 

※開催当日、球場駐車場は使用できません。最寄りの公 
　共交通機関をご利用ください（市電「千代台停留場」 
　下車徒歩３分）。 
※ファイターズ定期券は、ご利用いただけませんの 
　で予めご了承ください。 
問合せ　�５７－３１４１（市民体育館） 

　国際的に活躍しているヴァイオリニスト安永徹とピア 
ニスト市野あゆみによる至高のデュオ。 
日　時　５月１３日�午後３時 
曲　目　ブラームス／ピアノとヴァイオリンのためのソ 
　　　　　ナタ 第１番 ト長調 作品７８「雨の歌」 
　　　　ベートーヴェン／ピアノとヴァイオリンのため 
　　　　　のソナタ 第４番 イ短調 作品２３　　　　他 
料　金　Ｓ席３,５００円、Ａ席２,５００円　 
　　　　学生１,０００円（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※学生券は芸術ホール、市民会館、七飯町文化セ 
　　　　　ンター、北斗市総合文化センターのみの取扱 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

１　部　「ＫＩＤＳの部」チームダンスコンテスト予選 
２　部　「一般の部」チームダンスコンテスト予選 
３　部　ストリート　ダンス　ソロ　バトル予選 
４　部　ゲスト　ショーケース 
ゲスト審査員

 
日　時　５月２６日�午後４時 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　１,０００円（全席自由）未就学児膝上無料 
チケット発売日　３月２４日� 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
　　　　※３月４日�よりエント 
　　　　　リー開始！詳しくは市 
　　　　　民会館ホームページに 
　　　　　て！ 



　 
            

■
社
会
学
級
生
の
募
集
　
　
　
　
　

　
社
会
学
級
で
は
教
養
を
高
め
る
各

種
講
座
と
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ

ブ
活
動
を
学
級
生
が
自
ら
企
画
し
活

動
し
て
い
ま
す
。
２０
代
か
ら
８０
代
ま

で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
学
級
生
が
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
場
　
市
内
小
中
学
校
　
　
　
　
　

対
象
　
主
と
し
て
開
設
学
校
の
校
区

　
　
　
に
居
住
す
る
成
人
　
　
　
　

　
　 

 

■
ま
な
び
っ
と
体
験
講
座
　
　
　
　

　
は
じ
め
て
の
方
大
歓
迎
！
　
　
　

　
韓
国
語
で
挨
拶
し
て
み
よ
う
　
　

日
時
　
３
月
１８
日
�
午
後
１
時
３０
分

受
講
料
　
１
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１７
日
�
ま
で
電
話
で

　 
 

■
放
送
大
学
函
館
学
習
室
の
ご
案
内

　
放
送
大
学
は
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
函
館
大
学
図
書
館
内
に
あ
る
放

送
大
学
函
館
学
習
室
で
は
、
放
送
大

学
の
授
業
の
視
聴
や
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
教
材
の
再
視
聴
が
で
き
ま
す
。

放
送
大
学
生
以
外
の
一
般
の
方
も
無

料
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

平
成
２４
年
４
月
よ
り
利
用
時
間
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

開
所
日
　
火
曜
日
〜
日
曜
日
（
祝
日
、

　
　
　
　
年
末
年
始
を
除
く
。
）
　

開
所
時
間
（
平
成
２４
年
４
月
よ
り
）

　
火
〜
金
　
午
前
１０
時
〜
午
後
８
時

　
土
・
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

教
材
等
　
１
６
１
科
目
再
視
聴
可
　

　 
 

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

①
お
り
が
み
で
作
る
　
　
　
　
　
　

　
こ
ろ
こ
ろ
不
思
議
な
四
角
い
小
箱

日
時
　
３
月
１０
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１５
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

※
保
護
者
同
伴
不
可
　
　
　
　
　
　

②
科
学
の
世
界
を
見
て
み
よ
う
！
　

　
電
子
レ
ン
ジ
で
ワ
ク
ワ
ク
実
験
　

日
時
　
３
月
２４
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
小
中
学
生
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２５
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

③
お
り
が
み
基
本
講
座
　
　
　
　
　

　
楽
し
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
　
　
　

　
お
り
が
み
教
室
（
全
６
回
）
　
　

日
時
　
４
月
７
日
�
、
５
月
１２
日
�

　
　
　
６
月
９
日
�
、
７
月
１４
日
�

　
　
　
８
月
１１
日
�
、
９
月
８
日
�

　
　
　
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

受
講
料
　
①
②
③
と
も
無
料
　
　
　

対
象
　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１５
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

※
保
護
者
同
伴
不
可
・
単
回
申
込
不
可

申
込
み
　
３
月
２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

■
ス
テ
ッ
プ
ダ
ン
ス
基
礎
講
座
　
　

　
楽
し
く
踊
っ
て
仲
間
づ
く
り
！
　

日
時
　
３
月
８
日
�
午
前
１０
時
　
　

受
講
料
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
初
心
者
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１
０
０
名
（
申
込
順
）
　
　

持
ち
物
　
運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴

■
お
気
軽
体
操
ス
ト
レ
ッ
チ
　
　
　

日
時
　
４
月
２０
日
�
〜
９
月
２１
日
�

　
　
　
月
２
回
、
午
前
１０
時
　
　
　

受
講
料
　
２
４
０
０
円
（
１２
回
分
）

対
象
　
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
６０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

※
無
料
託
児
室
有
り
　
　
　
　
　
　

持
ち
物
　
飲
料
水
、
運
動
靴
、
バ
ス

　
　
　
　
タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
７
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
も
の
づ
く
り
教
室
　
風
車
小
屋
づ

　
く
り
（
オ
ラ
ン
ダ
風
）
他
　
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
前
９
時
３０
分

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
　
　
　
　
　

定
員
　
３５
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
６
日
�
ま
で
に
電
話

　
　
　
　
ま
た
は
直
接
来
館
　
　
　

　 
 

■
縄
文
体
験
定
期
講
座
　
　
　
　
　

　
縄
文
土
笛
づ
く
り
〜
縄
文
の
響
き

　
♪
土
笛
を
作
っ
て
み
よ
う
！
〜
　

日
時
　
３
月
２５
日
�
午
後
１
時
　
　

受
講
料
　
５
０
０
円
（
材
料
費
・
保

　
　
　
　
険
料
込
み
）
　
　
　
　
　

対
象
　
一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

　
　
　
　
ル
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
２５
¦
２
０
３

　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　

　
３
月
５
日
�
〜
１９
日
�
は
館
内
資

料
特
別
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

（
公
衆
ト
イ
レ
は
利
用
可
能
）
　
　

　 
 

■
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　

　
３
月
３０
日
�
は
館
内
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
「
函
館
市
民
文
芸
」
第
５１
回
作
品

　
集
の
無
料
配
布
　
　
　
　
　
　
　

配
布
期
間
　
３
月
２５
日
�
午
前
９
時

　
　
　
　
　
３０
分
〜
無
く
な
り
次
第

　
　
　
　
　
終
了（
一
人
一
冊
ま
で
）

■
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　

　
３
月
３０
日
�
は
午
後
１
時
ま
で
館

内
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
　
　

　 ■
自
主
夜
間
中
学
校
函
館
遠
友
塾
　

　
夜
間
中
学
校
で
は
戦
中
、
戦
後
の

混
乱
や
家
庭
の
事
情
、
病
気
な
ど
の

た
め
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
中
学
１

年
生
く
ら
い
ま
で
の
内
容
を
３
年
間

で
勉
強
す
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
か
ら
毎
週
水
曜
　
　
　

　
　
　
午
後
５
時
２０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
年
間
５
０
０
０
円
程
度
　

申
込
み
　
平
日
午
後
４
時
〜
午
後
８

　
　
　
　
時
�
０
８
０
¦
５
５
９
８

　
　
　
　
¦
５
６
０
８
（
七
飯
養
護

　
　
　
　
学
校
教
諭
今
西
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

Ｅ
メ
ー
ル
　kakku-center@

city. 

　
　
　
　
　hakodate.hokkaido.jp



　
今
回
は
、
こ
の
春
か
ら
社
会
に
は

ば
た
い
て
行
く
学
生
の
お
二
人
の
対

談
で
す
。
ト
ヨ
タ
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
に
内
定

し
た
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
大

学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
研
究
科
２
年

の
佐
々
木
啓
太
さ
ん
と
、
同
じ
く
Ａ

Ｎ
Ａ
エ
ア
フ
レ
ー
ム
テ
ク
ニ
ク
ス
株

式
会
社
に
内
定
し
た
北
海
道
函
館
工

業
高
等
専
門
学
校
機
械
工
学
科
５
年

の
長
尾
雄
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
自

己
紹
介
も
含
め
、
佐
々
木
さ
ん
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

佐
々
木
　
私
は
倶
知
安
生
ま
れ
で
、

高
校
ま
で
は
岩
見
沢
で
過
ご
し
ま
し

た
。
子
ど
も
の
頃
は
ガ
ン
ダ
ム
が
好

き
で
し
た
。
年
を
重
ね
る
毎
に
ス
タ

ー
ウ
ォ
ー
ズ
に
は
ま
り
、
い
つ
か
Ｃ

｜
３
Ｐ
Ｏ
や
Ｒ
２
Ｄ
２
を
作
り
た
い
！

と
思
い
、
人
工
知
能
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
出
来
る
未
来
大
に
進
学
し
ま

し
た
。
大
学
３
年
次
の
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
」
と
い
う
講
義
で
は
、
１

つ
の
研
究
テ
ー
マ
を
担
当
教
員
と
数

名
の
学
生
で
問
題
の
解
決
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
普
通
は
教
員
か
ら
提
案

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
選

ん
で
参
加
す
る
の
で
す
が
、
私
は
電

子
基
盤
の
設
計
技
術
が
必
要
で
し
た

の
で
先
生
に
お
願
い
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
開
発
用
チ
ー
ム
を
組
み
込
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
部
の

２
年
生
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
勝
し
続
け
て
い
る
の
で
す
が
、

未
だ
に
Ｒ
２
Ｄ
２
に
は
ほ
ど
遠
い
段

階
で
最
近
で
は
イ
カ
や
カ
ニ
の
開
発

に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）
　
　

長
尾
　
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
、
い
い
で

す
よ
ね
！
僕
も
Ｒ
２
Ｄ
２
を
作
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
、
よ
く
わ
か
り
ま

す
（
笑
）
僕
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
函

館
で
、
子
ど
も
の
頃
は
体
が
弱
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
家
で
工
作
な
ど
を
し

て
い
る
時
間
が
長
く
、
空
港
で
見
た

飛
行
機
や
車
好
き
の
父
に
影
響
を
う

け
、
小
さ
い
頃
か
ら
機
械
に
と
て
も

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
機
械
や
車
が

出
て
く
る
映
画
も
よ
く
見
て
い
ま
す
。

物
の
仕
組
み
を
調
べ
た
り
、
自
分
で

作
っ
た
り
す
る
の
が
好
き
で
、
当
時

は
段
ボ
ー
ル
と
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
さ

え
あ
れ
ば
何
で
も
作
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
ね
（
笑
）
ア
イ
ス
の
空
き

箱
な
ん
か
は
格
好
の
材
料
で
し
た
。

佐
々
木
　
就
職
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
？
　
　

長
尾
　
昔
か
ら
出
来
上
が
っ
て
い
る

機
械
の
仕
組
み
を
知
り
た
い
、
触
り

た
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
中
学
校

に
入
っ
た
頃
か
ら
す
で
に
整
備
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
内
定
し
た
の
で
す
か
？
　

佐
々
木
　
大
学
１
、
２
年
の
頃
に
、

授
業
で
学
ん
で
い
る
内
容
や
技
術
を

ふ
ま
え
る
と
製
造
や
制
作
に
た
ず
さ

わ
る
企
業
に
就
職
し
た
い
と
考
え
、

メ
ー
カ
ー
企
業
へ
の
就
職
を
意
識
し

始
め
ま
し
た
。
色
々
な
会
社
に
就
活

は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
成
果
を
見
て
気
に
か

け
て
く
れ
て
い
た
こ
と
や
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
学
習
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
お
世
話
に
な
っ
た
事
な
ど
を
き
っ

か
け
に
今
の
会
社
に
興
味
が
強
く
な

り
就
職
活
動
を
進
め
、
内
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾
　
僕
が
就
職
す
る
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア

フ
レ
ー
ム
テ
ク
ニ
ク
ス
株
式
会
社
の

客
室
整
備
部
門
は
、
座
席
の
モ
ニ
タ

ー
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
等
の
調
整
・
整

備
を
行
う
部
署
で
す
。
今
年
は
震
災

の
影
響
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
な

か
っ
た
り
、
面
接
が
遅
れ
た
り
し
て

心
配
し
ま
し
た
が
、
無
事
念
願
が
か

な
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
　
　

佐
々
木
　
私
が
就
職
す
る
ト
ヨ
タ
テ

ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株

式
会
社
は
、
自
動
車
を
動
か
す
た
め

に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
機
能
を

設
計
す
る
こ
と
と
、
そ
の
設
計
し
た

機
能
の
開
発
仕
様
書
の
作
成
な
ど
を

行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
自
分
が
大

学
で
開
発
や
研
究
し
て
き
た
の
も
組

み
込
み
技
術
や
制
御
技
術
を
用
い
た

ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
サ
イ
ズ
や
複
雑
さ

は
変
わ
り
ま
す
が
、
基
礎
が
出
来
て

い
る
分
、
会
社
に
入
っ
て
も
学
習
の

成
果
を
活
か
し
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾
　
授
業
や
テ
ス
ト
で
勉
強
し
て

い
た
時
は
、
そ
れ
ら
が
何
に
活
か
せ

る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

内
定
者
懇
談
会
で
就
職
前
に
勉
強
す

る
よ
う
に
と
配
布
さ
れ
た
資
料
を
見

る
と
、
学
校
の
テ
ス
ト
に
出
て
き
た

内
容
ば
か
り
だ
っ
た
り
、
ド
ッ
ク
内

で
使
う
機
材
を
現
在
も
工
場
で
使
用

し
て
い
た
り
す
る
の
で
、
学
校
で
学

ん
で
き
た
こ
と
が
実
践
で
使
え
る
こ

と
だ
と
知
り
、
高
専
に
進
学
し
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
　
私
は
北
海
道
か
ら
出
て
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

今
回
愛
知
県
に
住
む
の
が
楽
し
み
な

の
で
す
が
、
長
尾
さ
ん
は
何
か
不
安

は
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　

長
尾
　
住
む
の
は
寮
な
の
で
、
生
活

に
つ
い
て
の
不
安
は
あ
ま
り
な
い
で

す
。
た
だ
、
他
の
就
職
者
は
航
空
学

校
の
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
航
空

機
の
勉
強
を
専
門
に
し
て
き
た
人
達

で
す
。
会
社
全
体
で
も
自
分
の
よ
う

な
高
専
出
身
者
は
と
て
も
少
な
い
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
専
門
知
識
に
つ

い
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
か
不
安
で

す
。
そ
の
分
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、

負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
航
空
会
社
は
些
細
な

事
故
や
ミ
ス
も
大
事
に
な
り
や
す
い

の
で
、
ミ
ス
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け

な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
に
あ
た
り
、
佐
々
木
さ
ん
の
目

標
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？
　

佐
々
木
　
ま
ず
は
会
社
や
町
に
馴
染

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

下
積
み
時
代
は
仕
事
を
覚
え
、
技
術

を
身
に
つ
け
る
の
も
当
然
目
標
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
新
し
い
技
術

が
開
発
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
発
想

を
技
術
と
言
う
形
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て

と
い
う
よ
り
企
業
人
と
し
て
、
ト
ヨ

タ
車
が
世
界
中
で
評
価
さ
れ
る
よ
う

自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
内
で
精
一
杯
働

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

長
尾
　
僕
は
２０
才
で
い
き
な
り
社
会

に
出
る
の
で
、
ま
ず
自
分
の
言
葉
や

行
動
に
自
信
と
責
任
を
持
て
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
高
専
に

は
専
攻
科
と
い
う
大
学
に
相
当
す
る

課
程
が
あ
る
の
で
す
が
、
な
る
べ
く

早
く
現
場
で
専
門
の
技
術
を
学
び
た

い
と
思
い
、
就
職
を
選
び
ま
し
た
。

自
分
は
他
の
人
よ
り
も
早
く
現
場
で

働
い
て
い
る
こ
と
を
強
み
に
で
き
る

よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　 



　
１
９
８
３
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
２
０

０
２
年
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
に
入

学
し
、
在
学
中
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
て

１
年
間
留
学
。
帰
国
後
に
休
学
し
、
国

際
教
育
機
関
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン

シ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
２

年
間
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
で
現

地
の
子
ど
も
達
に
日
本
語
を
教
え
る
。

２
０
０
８
年
再
び
帰
函
し
、
英
語
教
員

免
許
を
取
得
後
、
大
学
を
卒
業
。
現
在

は
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
の
公
立
高
校
で
、

同
校
に
留
学
中
で
あ
る
日
本
人
高
校
生

向
け
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
勤
務
中
。

　
前
述
し
た
語
学
学
校
は
、
設
立
以

来
６
年
の
業
績
を
フ
ィ
ジ
ー
政
府
に

認
め
ら
れ
、
２
０
１
０
年
５
月
、
フ

ィ
ジ
ー
に
あ
る
公
立
高
校
Ｂ
ａ
　
Ｐ

ｒ
ｏ
ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ

ｅ
ｇ
ｅ
（
１
９
７
３
年
設
立
）
の
運

営
権
を
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
に
高
校

事
業
が
新
事
業
と
し
て
加
わ
り
、
会

社
と
し
て
も
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

す
機
会
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
フ
ィ
ジ
ー
人
約
６
０
０
名
、
ナ
ウ

ル
共
和
国
の
留
学
生
約
３０
名
が
通
学

す
る
こ
の
学
校
に
、
日
本
人
高
校
生

の
受
入
れ
を
開
始
。
２
０
１
１
年
１

月
、
正
式
に
日
本
人
高
校
生
１５
名
が

入
学
す
る
と
同
時
に
、
私
も
語
学
学

校
か
ら
こ
の
高
校
事
業
へ
と
異
動
。

今
度
は
フ
ィ
ジ
ー
人
と
日
本
人
の
高

校
生
達
と
創
り
上
げ
る
、
新
た
な
学

校
生
活
が
始
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　

　
学
校
理
念
や
制
度
な
ど
、
一
つ
一

つ
が
新
し
く
創
り
上
げ
ら
れ
て
い
く

為
、
予
想
以
上
の
難
題
や
壁
が
押
し

寄
せ
た
が
、
目
の
前
で
頑
張
る
生
徒

の
姿
が
私
の
唯
一
の
励
み
と
な
る
。

　
本
校
に
通
学
す
る
日
本
人
生
徒
も

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
ち
、

思
春
期
と
い
う
多
感
な
時
期
を
フ
ィ

ジ
ー
で
過
ご
す
。
将
来
海
外
の
大
学

へ
進
学
し
、
国
連
機
関
な
ど
海
外
で

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
者
や
、
日
本

の
学
校
で
適
応
す
る
こ
と
が
容
易
で

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
新
し
い
環
境
を

求
め
て
来
る
者
、
内
気
が
ち
な
性
格

を
克
服
す
る
為
に
、
人
々
の
フ
レ
ン

ド
リ
ー
さ
を
誇
る
フ
ィ
ジ
ー
に
来
る

者
も
い
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
生
徒

達
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
、
彼
ら

が
少
し
ず
つ
フ
ィ
ジ
ー
の
生
活
に
溶

け
込
ん
で
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
。
英
語
学
習
の
指
導
や
、
フ
ィ
ジ

ー
人
と
日
本
人
が
よ
り
交
流
で
き
る

場
を
作
る
為
の
部
活
動
の
立
ち
上
げ
、

進
路
指
導
な
ど
を
通
し
て
、
彼
ら
の

急
速
な
成
長
を
日
々
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
渡
航
当
初
は
言
葉
の
壁
を
感
じ
て

挫
折
し
た
り
、
生
活
の
不
便
さ
を
感

じ
て
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
り

す
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
。
「
バ
ス
の

時
刻
表
が
無
い
な
ん
て
不
便
。
停
電

や
断
水
な
ん
て
日
本
じ
ゃ
あ
り
得
な

い
…
」
と
嘆
い
て
い
た
生
徒
が
、
今

で
は
「
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
間
に
フ

ィ
ジ
ー
人
が
話
し
か
け
て
き
て
友
達

に
な
っ
た
！
断
水
だ
っ
た
け
ど
近
所

の
子
達
と
一
緒
に
雨
の
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
た
ら
楽
し
か
っ
た
！
停
電
に
な

っ
て
外
の
星
が
と
て
も
綺
麗
に
見
れ

た
よ
！
」
と
、
自
然
と
調
和
し
た
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
楽
し

む
方
法
を
体
得
し
始
め
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
で
は
金
銭
感
覚
が
無
く
、

何
で
も
親
に
物
を
買
っ
て
も
ら
っ
て

い
た
子
が
、
「
昨
日
大
き
な
ヤ
シ
の

実
を
ボ
ー
ル
の
代
わ
り
に
し
て
、
フ

ィ
ジ
ー
人
の
友
達
と
ラ
グ
ビ
ー
を
し

た
よ
。
日
本
だ
っ
た
ら
ボ
ー
ル
を
買

う
ま
で
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
と

思
う
。
お
金
が
無
く
て
も
何
と
か
な

る
ん
だ
ね
」
と
言
っ
て
、
真
の
豊
か

さ
や
生
き
る
力
を
学
ん
で
い
る
。
シ

ン
プ
ル
で
は
あ
る
が
、
豊
か
な
フ
ィ

ジ
ー
の
生
活
に
ど
ん
ど
ん
溶
け
込
ん

で
い
っ
た
生
徒
は
、
次
第
に
表
情
も

優
し
く
な
り
、
本
来
持
っ
て
い
た
素

直
な
心
を
取
り
戻
す
。
彼
ら
の
中
の
”

幸
せ
の
基
準
“
が
、
じ
っ
く
り
と
変

わ
っ
て
い
く
姿
は
と
て
も
逞
し
い
。

　
本
事
業
が
開
始
し
て
ち
ょ
う
ど
１

年
。
今
で
は
日
本
人
学
生
数
は
３０
名

に
増
え
、
課
題
も
抱
え
な
が
ら
生
徒

と
共
に
走
り
続
け
て
い
る
。
太
陽
と

自
然
の
中
、
た
く
さ
ん
の
蕾
達
が
い

つ
か
強
く
、
凛
と
咲
き
誇
る
こ
と
を

信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
た
っ
ぷ
り
と

水
を
注
い
で
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　
　 



　 
     

　
道
南
地
域
で
活
動
す
る
戦
後
生
ま

れ
の
作
家
３０
名
の
、
２
０
０
１
年
以

降
に
制
作
し
た
作
品
に
よ
る
展
覧
会
。

多
様
な
分
野
に
わ
た
る
約
１
０
０
点

の
秀
作
、
意
欲
作
を
紹
介
し
ま
す
。

出
品
作
家
（
五
十
音
順
）
　
　
　
　

相
田
幸
男
・
秋
元
美
穂
・
安
積
徹
・

石
川
久
美
子
・
石
川
潤
・
岩
井
聖
子
・

苧
坂
恒
治
・
遠
藤
弘
志
・
長
内
さ
ゆ

み
・
ク
リ
ス
ト
ヨ
ー
ク
・
小
宮
伸
二
・

櫻
井
純
・
さ
さ
き
よ
う
す
け
・
佐
藤

志
帆
・
佐
藤
留
利
子
・
鈴
木
秀
明
・

隅
田
信
城
・
高
井
秀
樹
・
滝
花
保
和
・

永
嶺
康
紀
・
西
田
靖
郎
・
丸
岡
哲
也
・

三
浦
千
代
志
・
水
口
議
・
水
野
智
吉
・

安
田
祐
子
・
山
形
弘
枝
・
山
田
光
・

横
山
朝
覧
・
輪
島
進
一
　
　
　
　
　

　 
         

　 
 

    

◆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
　
　
　

○
第
５
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
石
川
潤
、
ク
リ
ス
ト
ヨ
ー
ク

　
　
　
佐
藤
志
帆
、
佐
藤
留
利
子
　

　
　
　
輪
島
進
一
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
４
日
�
午
後
２
時
　
　

○
第
６
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
小
宮
伸
二
、
丸
岡
哲
也
　
　

　
　
　
安
田
祐
子
、
山
形
弘
枝
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
展
示
室
（
特
別
展
観
覧
券
が

　
　
　
　
必
要
で
す
）
　
　
　
　
　

◆
美
術
映
画
会
「
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー

　
を
探
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１０
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
講
堂
（
入
場
無
料
）
　
　
　

◆
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
　
　
　

　
「
追
悼
　
相
原
信
洋
〜
ア
ー
ト
・

　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
」
　
　

　
日
本
を
代
表
す
る
映
像
作
家
の
初

期
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
代
表
作
を
３

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
け
上
映
。
　
　
　

Ａ
　
１
９
７
０
〜
１
９
８
０
年
代
　

Ｂ
　
１
９
８
０
年
代
後
期
〜
２
０
０

　
　
　
０
年
代
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
　
田
名
網
敬
一
と
の
コ
ラ
ボ
他
と

　
　
　
最
近
作
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１７
日
�
・
１８
日
�
　
　

　
　
　
①
午
後
１
時
②
午
後
２
時
　

　
　
　
③
午
後
３
時
　
　
　
　
　
　

会
場
　
講
堂
（
入
場
無
料
）
　
　
　

　 
 

　
函
館
を
離
れ
て
東
京
に
出
て
あ
と

１
年
で
丸
３０
年
に
な
る
。
　
　
　
　

　
も
う
既
に
人
生
の
半
分
以
上
を
故

郷
・
函
館
以
外
で
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
が
、
未
だ
に
そ
の
よ
う
に

は
感
じ
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
今
で

も
実
家
が
あ
り
時
々
帰
省
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
が
、
生
ま
れ
て
か
ら
高

校
時
代
ま
で
の
１８
年
間
が
、
単
な
る

時
間
量
よ
り
も
は
る
か
に
重
く
感
じ

ら
れ
る
。
今
の
私
は
や
は
り
函
館
に

培
わ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
都
市
】
現
在
の
私
の
仕
事
は
、
大

学
教
員
で
あ
り
、
か
つ
都
市
計
画
の

研
究
者
、
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。

都
市
計
画
を
学
ん
で
、
函
館
と
い
う

都
市
が
多
く
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
開
港
都
市
で
あ
る

こ
と
、
歴
史
的
な
建
造
物
と
市
街
地
、

大
火
の
歴
史
と
都
市
の
構
造
、
等
々
。

学
生
に
教
え
る
時
の
最
初
に
は
、
必

ず
故
郷
・
函
館
を
自
己
紹
介
代
わ
り

に
紹
介
し
、
ま
ず
自
分
の
故
郷
の
都

市
の
こ
と
を
よ
く
知
ろ
う
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
も
ち
ろ
ん
私
が

都
市
計
画
を
考
え
る
原
点
・
原
風
景

は
函
館
の
ま
ち
に
あ
る
。
　
　
　
　

【
音
楽
】
趣
味
の
音
楽
は
、
仕
事
よ

り
も
キ
ャ
リ
ア
が
長
い
。
中
学
・
高

校
の
吹
奏
楽
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
だ
け
は
長
く

て
３５
年
。
大
学
で
も
吹
奏
楽
部
に
所

属
し
、
そ
の
頃
は
、
夏
休
み
に
帰
省

し
て
は
中
学
校
の
定
期
演
奏
会
を
立

ち
上
げ
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
。

こ
の
原
稿
を
書
く
機
会
を
得
た
の
も
、

そ
ん
な
時
の
ご
縁
か
ら
で
あ
る
。
大

学
卒
業
後
は
、
社
会
人
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
入
り
、
今
も
続
け
て
い
る
。
音

楽
の
世
界
は
広
く
て
、
深
く
、
そ
し

て
楽
し
い
。
中
学
・
高
校
で
ご
指
導

い
た
だ
い
た
先
生
方
、
先
輩
、
後
輩

と
の
出
逢
い
に
感
謝
し
て
い
る
。
　

【
友
】
そ
し
て
、
最
も
貴
重
な
の
は

函
館
で
の
学
生
時
代
に
得
た
友
で
あ

る
。
齢
（
よ
わ
い
）
４０
を
超
え
る
頃

か
ら
、
高
校
や
中
学
の
同
窓
会
の
誘

い
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
集
ま
り

始
め
る
と
、
意
外
と
東
京
に
い
る
友

人
も
多
く
、
東
京
で
の
集
ま
り
も
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
代
、
実

際
に
は
会
え
な
く
て
も
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
の
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
私

た
ち
を
つ
な
ぎ
、
３０
年
ぶ
り
の
再
会

を
も
仲
介
し
て
く
れ
る
。
個
人
情
報

云
々
も
あ
ろ
う
が
、
便
利
な
ツ
ー
ル

を
使
わ
な
い
手
は
な
い
。
日
々
の
や

り
と
り
に
参
加
し
て
い
る
と
、
や
ん

ち
ゃ
な
少
年
た
ち
が
そ
の
ま
ま
お
や

じ
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
楽
し
い
。

私
の
高
校
時
代
の
友
人
は
、
高
校
３

年
間
だ
け
を
函
館
で
過
ご
し
た
人
も

少
な
く
な
い
が
、
そ
う
し
た
面
々
で

も
卒
業
後
も
時
々
函
館
を
訪
れ
、
第

二
の
故
郷
の
よ
う
に
思
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
も
と
て
も
嬉
し
い
。
こ
う

し
た
縁
は
、
も
っ
ぱ
ら
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
時
に

仕
事
上
の
つ
な
が
り
に
発
展
し
て
い

た
り
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
　
　

　
故
郷
・
函
館
は
、
人
を
育
て
、
人

と
人
と
を
つ
な
い
で
く
れ
る
。
い
つ

か
は
故
郷
の
た
め
に
ひ
と
肌
脱
い
で

恩
返
し
し
た
い
と
思
う
。
仕
事
が
忙

し
い
け
れ
ど
も
、
何
と
か
時
間
を
つ

く
っ
て
時
々
函
館
に
帰
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 



　 
 

●
寺
澤
登
風
景
画
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１
日
�
〜
３
月
３０
日
�

　 
 

●
自
衛
隊
東
日
本
災
害
関
係
展
示
会

会
期
　
３
月
８
日
�
〜
３
月
１３
日
�

●
加
藤
寛
之
絵
画
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１５
日
�
〜
３
月
２０
日
�

　 
 

●
画
廊
一
花
企
画
　
日
本
画
展
　
　

会
期
　
１２
月
１７
日
�
〜
３
月
２０
日
�

　 
 

●
村
上
絵
手
紙
教
室
合
同
展
　
　
　

会
期
　
２
月
２８
日
�
〜
３
月
４
日
�

●
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
コ
ス
モ
ス
の
会

会
期
　
３
月
６
日
�
〜
３
月
１１
日
�

●
楡
の
会
　
油
絵
教
室
展
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１３
日
�
〜
３
月
１８
日
�

　 
 

●
川
崎
志
代
写
真
展
　
　
　
　
　
　

　
「
刻
刻
０
時
↓
２４
時
」
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１４
日
�
〜
３
月
４
日
�

●
笠
原
頼
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
グ
ラ
ン
マ
の
布
遊
び
第
５
回
」

会
期
　
３
月
６
日
�
〜
３
月
２５
日
�

●
近
藤
健
治
　
色
鉛
筆
画
展
　
　
　

　
「
五
稜
郭
の
石
垣
を
描
く
」
　
　

会
期
　
３
月
２７
日
�
〜
４
月
１５
日
�

　 
 

●
金
井
英
明
　
田
園
幻
想
画
　
　
　

　
原
画
・
グ
ラ
フ
ア
ー
ト
展
　
　
　

　 　 
          

会
期
　
１
月
１４
日
�
〜
３
月
３１
日
�

　 
 

●
秋
元
美
穂
・
佐
藤
志
帆
　
二
人
展

　
「
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
　
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
　

　
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
〜
空
間
と
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
の
擬
態
〜
」
　
　
　
　
　
　

　 
        

会
期
　
３
月
３
日
�
〜
３
月
２０
日
�

　 
 

●
北
海
道
新
幹
線
パ
ネ
ル
展
　
　
　

会
期
　
２
月
２２
日
�
〜
３
月
１２
日
�

●
高
橋
妃
佐
子
こ
ど
も
絵
画
教
室
　

　
ゆ
め
と
み
ら
い
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１５
日
�
〜
３
月
２１
日
�

●
ア
イ
ヌ
刺
繍
に
魅
せ
ら
れ
て
　
　

会
期
　
３
月
２２
日
�
〜
３
月
２９
日
�

　 
 

●
佐
藤
国
男 

山
猫
博
士
の
木
彫
時
計

　
は
こ
だ
て
の
時
間
展
　
　
　
　
　

　 
       

会
期
　
３
月
１
日
�
〜
３
月
３１
日
�

　 
 

●
安
井
タ
カ
子
花
さ
れ
ど
花
展
　
　

会
期
　
３
月
７
日
�
〜
３
月
１３
日
�

　 
 

●
人
物
を
描
く
作
品
展
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２０
日
�
〜
３
月
２
日
�

●
秀
作
日
本
画
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
５
日
�
〜
３
月
１６
日
�

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
画
展
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１９
日
�
〜
３
月
３０
日
�

　 
 

●
廣
瀬
愼
　
気
に
な
る
鋳
鉄
展
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
６
日
�

●
第
９
回
日
本
の
ク
ラ
フ
ト
・
東
北

　
の
ク
ラ
フ
ト
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２９
日
�
〜
３
月
５
日
�

●
お
気
に
入
り
の
マ
グ
カ
ッ
プ
展
　

会
期
　
３
月
９
日
�
〜
３
月
２０
日
�

●
春
を
呼
ぶ
ニ
ッ
ト
　
鳥
居
節
子
展

会
期
　
３
月
１６
日
�
〜
３
月
２７
日
�

●
生
活
の
道
具
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
３０
日
�
〜
４
月
１０
日
�

　 
 

●
季
の
栞
〜
手
づ
く
り
の
お
ひ
な
様

　
と
和
の
雑
貨
展
〜
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
８
日
�

●
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
〜
千
絵
画

　
教
室
展
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
        

会
期
　
３
月
１２
日
�
〜
３
月
２７
日
�

　 
 

●
漫
画
原
画
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１
日
�
〜
３
月
６
日
� 

　 ●
西
高
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
６
日
�
〜
３
月
１５
日
�

会
場
　
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３
¦
８
４
１
５
　
　
　

　
　
　
　
（
西
高
・
多
田
）
　
　
　

●
第
四
回
墨
友
会
ニ
十
周
年
作
品
展

　
『
祝
い
ま
書
』
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１７
日
�
〜
３
月
２５
日
�

会
場
　
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０
¦
８
９
０
６
¦

　
　
　
　
　
７
１
０
９
（
青
穂
）
　









　東日本大震災は、 
日本全体に様々な 
影響をもたらしま 
した。大切な人を 
失った人、故郷を 
なくした人、故郷 
があるけれど帰れ 
ない人、復興のた 
めに一生懸命に行 
動している人、何 
かしたいが何もで 
きずにもがいてい 
る人、みんな様々 
な葛藤の中で、今、 
自分たちに何がで 
きるのか・・・。 
　函館ハート・プ 
ロジェクトは、こ 
のイベントで「あたりまえ」の大切さを知ること。周り 
の存在や繋がりに感謝すること。そして、３・１１。あ 
の日を忘れないために行動しています。 
第１部　ＦＯＯＤ！ＳＨＯＰ！ＬＩＶＥ！ 
時　間　午前１０時 
第２部　ＴＡＬＫ！ｆｏｒ３１１ 
時　間　午後２時 
　　　　キャンドル点灯ウォーク 
時　間　午後５時 
第３部　 ＣＬＵＢ！＆ＭＵＳＩＣ！ 
時　間　午後６時 
同時開催　 
●１００人１００旅　旅人からの贈りもの写真展示会
期　間　２月２７日�～３月１１日� 
会　場　金森赤レンガ倉庫内 
　　　　①ＢＡＹ　Ｇａｌｌｅｒｙ（メイン会場） 
　　　　　東北震災関連写真、函館震災関連写真 
　　　　　旅人が贈る世界の写真 
　　　　②洋物館ギャラリー 
　　　　　旅人が贈る世界の写真 
問合せ　�８３－７７２１（函館ハート・プロジェクト） 
 

曲　目　ショパン／幻想曲　ヘ短調作品４９ 
　　　　フォーレ／即興曲　第６番変ニ長調作品８６ 
　　　　　　　　　　ｂｉｓ 
　　　　アイアランド／狂詩曲　イ短調 
　　　　セヴラック／「セルダーニャ～五つの絵画的練 
　　　　　　　　　　　習曲」より 
　　　　ムソルグスキー／組曲「展覧会の絵」 
開　演　午後７時 
料　金　２,０００円 
問合せ　�４３－５９２３（勁草会） 
 

　いつもＦＭいるかをお聴きいただき、ありがとうござ 
います。ＦＭいるかでは、毎日皆さんからのメッセージ 
やリクエストをお待ちしています。日常の出来事などに 
聴きたい曲を添えてお送りください。 
リクエスト宛先 
ＴＥＬ２３－３５００（留守番電話） 
ＦＡＸ２３－３１００ 
Ｅメール　８０７＠ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ（代表）  
※番組ごとのメールアドレスやメッセージフォームもご 
ざいます。詳しくはＦＭいるかのホームページをご覧下 
さい。ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ 
 
 
●函館山サッポロビール寄席
出　演　林家たい平 
プロフィール 
　１９６４年埼玉県秩父 
生まれ。武蔵野美術大学 
造形学部卒業後、林家こ 
ん平師匠に入門。２００ 
０年真打昇進。現在は、 
日本テレビ系「笑点」他 
で活躍中。 
日　時　３月２１日� 
　　　　午後６時３０分 
定　員　１６０名 
料　金　３,５００円 
　　　　（ロープウェイ 
　　　　　往復搭乗料、 
　　　　　サッポロビー 
　　　　　ル商品のお土 
　　　　　産付き） 
　素敵なプレゼントがもらえる「お楽しみ抽選会」実施。 
なお、昨年まで実施しましたレストランでの飲食はござ 
いませんので、ご了承下さい。 
問合せ　�２７－３７００（ＦＭいるか） 
●第２４回山下洋輔ソロ・ライブ 
日　時　３月２４日�午後７時 
料　金　４,５００円 
　　　　（全席自由、ロープウェイ往復搭乗料込） 
問合せ　�５５－８１２１（ＨＢＣ函館放送局） 
 
 
●ジョン・カミツカ　ピアノリサイタル＆セミナー
日　時　３月１８日�午後２時 
曲　目　Ｊ.Ｓ.バッハ／平均律第１巻、２巻より 
　　　　ドビュッシー／ベルガマスク組曲より「月の光」 
　　　　他 
料　金　一般２,０００円、学生１,０００円 
問合せ　�０９０－３７７５－６１４６（実行委員会） 
●クレアシオンVol.７１－  春の祭  － 
日　時　３月２５日�午後７時 
出演者　佐藤知歩・松石隆（フルート） 
　　　　ヴォーカルアンサンブル　ノイン（合唱） 
　　　　畑中一映・柴瑞穂・類家唯・類家なつき・ 
　　　　吉本有佑（ピアノ） 
曲　目　ショパン／ノクターン　第４番　Ｏｐ.１５－１ 
　　　　　　　　　バラード　第２番　Ｏｐ.３８　他 
料　金　２,０００円（全席自由、珈琲又は紅茶付） 
問合せ　�０９０－１３８５－８７０９（畑中） 



表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
四
角
い
ブ
ロ
ッ
ク
を
重
ね
た
積
木

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
数
字
は
天
満
潔
音

さ
ん
の
（
当
時
亀
田
小
学
校
５
年
）

の
ア
イ
デ
ィ
ア
。
色
の
違
っ
た
木
材

で
立
体
の
数
字
を
作
り
、
並
べ
て
撮

影
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
作
品
は
市
内
お
よ
び
そ
の
近

郊
の
小
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
デ
ザ

イ
ン
協
議
会
の
企
画
展
に
応
募
さ
れ

た
も
の
を
、
子
ど
も
た
ち
と
会
員
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
カ
レ
ン
ダ

ー
に
し
た
も
の
を
改
め
て
編
集
し
ま

し
た
。 

　 
              

●
北
水
軽
音
部
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
７
日
�
未
定
　
　
　
　
　
　

●
ミ
ッ
ク
・
サ
ト
ー
と
そ
の
仲
間
た
ち
　

日
時
　
３
月
１９
日
�
未
定
　
　
　
　
　
　

●
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ
　
Ｖ
ｏ

　
ｌ.

３９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
Ｌ
ｉ
ｐ
ｓ
＆
ｖ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

　
　
　
ｎ
ｓ
、
ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
　
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

　
　
　
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
　

　
　
　
ｄ
ｏ
ｖ
ｅ
、
他
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２５
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　

　
　 

 

●
Ａ
　
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｓ
Ａ
Ｕ
Ｄ

　
Ａ
Ｄ
Ｅ
　
Ｖ
ｏ
ｌ.

　
１
９
１
　
　
　

　
”
さ
よ
な
ら
僕
ら
の
Ｂ
ａ
ｙ
　
Ｃ
ｉ
ｔ

　
ｙ，
ｓ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
“
　
　
　
　

出
演
　
カ
ミ
ヒ
カ
ル
ス
、
Ｔ
ｏ
ｙ
　
Ｓ
ｐ

　
　
　
ｅ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
、
ｃ
ｕ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ

　
　
　
ｏ
ｆ
　
ａ
ｉ
ｒ
（
東
京
）
　
　
　

　
　
　
Ｊ
ｅ
ａ
ｕ
Ｌ
？
、
Ｊ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
　

　
　
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
、
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

　
　
　
（
函
館
）
、
他
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２４
日
�
午
後
４
時
　
　
　
　

料
金
　
　
６
０
０
円
　
８
０
０
円
　
　
　

問
合
せ
　
�
５２ 
¦
９
７
１
９（
同
ス
タ
ジ
オ
）

　 
 

●
保
存
食
活
用
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１０
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　

材
料
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３６
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　

申
込
　
３
月
１３
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接

　
　
　
ま
た
は
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　

●
寺
子
屋
い
ろ
は
　
説
明
会
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２５
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
高
齢
男
女
　

申
込
　
３
月
２６
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接

　
　
　
ま
た
は
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　

●
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
月
第
４
木
曜
日
　
午
前
１０
時
　

参
加
費
　
１
０
０
円
（
１
名
）
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
親
　

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
前
１０
時
　

対
象
　
女
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
働
く
女
性
の
悩
み
相
談
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
　
午
後
６
時
３０
分

　 
 

●
「
お
た
め
し
講
座
」
韓
国
料
理
教
室
　

　
「
テ
ジ
コ
ギ
ロ
ー
ル
ポ
ッ
サ
ム
」
　
　

講
師
　
金
明
花
（
キ
ム
ミ
ョ
ン
フ
ァ
）
　

日
時
　
３
月
１
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

参
加
費
　
１
５
７
５
円
　
　
　
　
　
　
　

●
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
げ
ん
き
ｄ
ｅ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
　
　
　

講
師
　
水
谷
眞
貴
子
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１
日
�
・
８
日
�
　
　
　
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　

案
内
人
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
３
日
�
・
１７
日
�
　
　
　
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ピ
ー
ス
缶
詰
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
　

　
大
沼
安
史
さ
ん
講
演
会
　
　
　
　
　
　

　
闇
と
光
の
フ
ク
シ
マ
原
発
災
害
　
　
　

　
ー
函
館
の
女
・
ハ
コ
ダ
テ
が
担
う
∧
未

　
来
責
任
∨
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１０
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
っ
て
な
ぁ
に
？

　
ま
な
ぶ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
　
　
　

講
師
　
大
沼
安
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

参
加
費
　
３
０
０
円
（
お
茶
代
）
　
　
　

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
澤
道
子
（
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
）

日
時
　
３
月
１３
日
�
・
２７
日
�
午
前
１０
時

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
各
７
０
０
円
（
お
茶
付
）
　
　

　
　
　
　
一
日
券
１
５
０
０
円
　
　
　
　

　
　
　
　
（
お
茶
・
ラ
ン
チ
付
）
　
　
　

●
歌
い
つ
づ
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１４
日
�
・
２１
日
�
　
　
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
イ
ス
ブ
ラ
ン
　
　

　
「
絵
本
で
あ
そ
ぼ
う
」
　
　
　
　
　
　

講
師
　
岸
本
和
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２４
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
み
に
み
に
☆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
イ
　
　

日
時
　
３
月
１０
日
�
午
前
９
時
３０
分
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
　

会
場
　
北
斗
市
中
央
公
民
館
　
　
　
　

参
加
費
　
２
３
０
０
円
（
体
験
費
等
）

定
員
　
各
回
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　

申
込
締
切
　
３
月
８
日
�
　
　
　
　
　

●
サ
ケ
の
秘
密
探
険
隊
　
　
　
　
　
　

　
生
ま
れ
た
て
の
命
を
見
た
い
？
　
　

日
時
　
３
月
２４
日
�
午
前
８
時
〜
　
　

　
　
　
３
月
２５
日
�
１２
時
３０
分
　
　
　

会
場
　
八
雲
町
遊
楽
川
流
域
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
０
円
（
体
験
費
等
）

定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
　

申
込
先
　
�
２６ 
¦
０
３
０
０
（
函
館
コ

　
　
　
　
　
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
）

申
込
締
切
　
３
月
２２
日
�
　
　
　
　
　

●
乗
馬
！
ス
キ
ー
！
冬
の
探
険
隊
　
　

日
時
　
３
月
２８
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜

　
　
　
３
月
３０
日
�
午
後
４
時
　
　
　

会
場
　
定
山
渓
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
９
８
０
０
円
（
体
験
費
等
）

定
員
　
１５
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　

申
込
締
切
　
３
月
２５
日
�
　
　
　
　
　

　
　
　 

 

○
ひ
ま
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
東
京
オ
ア
シ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
　
　
　
　
　
　

　
２
月
２５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
５０
／
５０
〜
フ
ィ
フ
テ
ィ
　
フ
ィ
フ
テ
ィ

　
２
月
２５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
い
ち
ご
白
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
動
く
絵
　
　
　
　

　
３
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
灼
熱
の
魂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
ロ
ボ
ジ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
マ
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

　
　
　 

 

○
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
’
６４

　
１
月
２１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
麒
麟
の
翼
〜
劇
場
版
・
新
参
者
〜
　

　
１
月
２８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
ド
ラ
ゴ
ン
・
タ
ト
ゥ
ー
の
女
　
　
　

　
２
月
１０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
山
本
五
十
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　

○
逆
転
裁
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
戦
火
の
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
ラ
イ
ア
ー
ゲ
ー
ム
ー
再
生
ー
　
　
　
　

　
３
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
映
画
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太
と
奇
跡
の
島

　
３
月
３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
　
　
　
　

　
３
月
１０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

○
僕
等
が
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　

　
　 

■
初
音
ミ
ク
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
愛
す
く
り
ー
夢
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
９
日
�
午
後
６
時
　
　
　
　

会
場
　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
　
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
「
リ
ヨ
ン
」

　
　
　
（
北
美
原
１ 
¦
４ 
¦
２
）
　
　
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５２ 
¦
４
５
１
４
（
函
館
ギ
タ

　
　
　
　
　
ー
ス
ク
ー
ル
・
左
）
　
　
　

■
公
民
館
マ
チ
ネ
　
第
１９
回
〜
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ

　
Ｎ
Ｅ
Ｅ
　
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
〜
　
　
　
　
　
　

出
演
　
勝
海
亮
（
ベ
ー
ス
）
　
　
　
　
　

　
　
　
谷
岡
穣
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
　
　

　
　
　
槇
殿
肇
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
　
　
　

　
　
　
沢
口
耕
太
（
ド
ラ
ム
）
　
　
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　

入
場
料
　
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
１
３
８
９ 
¦
２
８

　
　
　
　
　
１
３
（
松
石
）
　
　
　
　
　

■
第
１８
回
投
げ
銭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

　
ー
ト
　
唄
っ
て
・
笑
っ
て
・
春
が
　
　

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
前
１１
時
　
　
　
　

会
場
　
東
本
願
寺
函
館
別
院
東
山
支
院
　

　
　
　
（
東
山
１ 
¦
１ 
¦
７
）
　
　
　
　

入
場
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５４ 
¦
６
３
３
１（
事
務
局
・
内
村
）

■
函
館
の
文
学
と
音
楽
の
会
　
　
　
　
　

　
漢
詩
紀
行
〜
白
楽
天
〜
　
　
　
　
　
　

講
師
　
星
滋
子
（
元
函
館
東
高
校
教
諭
）

日
時
　
３
月
１３
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　

会
場
　
函
館
市
中
央
図
書
館
大
研
修
室
　

資
料
代
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
６
（
細
谷
）
　

■
直
訳
ロ
ッ
ク
「
王
様
」
コ
ン
サ
ー
ト
　

日
時
　
３
月
２０
日
�
①
午
後
６
時
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
８
時
３０
分
　

会
場
　
ブ
ラ
イ
ト
ン
（
本
町
３２
　
１２
）
　

料
金
　
　
３
０
０
０
円
（
１
ｄ
ｒ
付
）
　

問
合
せ
　
�
５５ 
¦
６
０
９
６（
サ
ウ
ン
ド
パ
パ
）

■
春
の
お
い
し
い
珈
琲
の
入
れ
方
教
室
　

講
師
　
中
藤
滋
（
シ
ー
ボ
ル
ト
珈
琲
）
　

日
時
　
３
月
２３
日
�
午
後
４
時
　
　
　
　

　
　
　
３
月
２４
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

会
場
　
茶
房
櫻
の
下
（
乃
木
町
２
　
２０
）

参
加
費
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
各
回
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５５ 
¦
９
５
９
５
（
同
店
）
　

■
第
２
回
佐
藤
国
男
『
山
猫
博
士
の
ひ
と

　
り
ご
と
　
幻
灯
朗
読
会
』
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２５
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

会
場
　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
　
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
「
リ
ヨ
ン
」

　
　
　
（
北
美
原
１ 
¦
４ 
¦
２
）
　
　
　

料
金
　
５
０
０
円
（
１
ｄ
ｒ
付
）
　
　
　

定
員
　
４０
名
（
要
予
約
）
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４７ 
¦
３
９
２
５
（
同
店
）
　

■
教
育
音
楽
「
ぐ
る
ー
ぷ
ど
る
ち
ぇ
」
　

○
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
皆
さ
ん
で
な
つ

　
か
し
い
童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
く
歌
い
ま

　
し
ょ
う
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
細
谷
悦
子（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）

日
時
　
３
月
２７
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

会
場
　
函
館
市
青
年
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
（
大
原
）
　

○
〜
春
を
誘
う
名
曲
の
調
べ
〜
　
　
　
　

　
声
楽
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　

日
時
　
３
月
３１
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　

会
場
　
函
館
市
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　

会
費
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
６
（
細
谷
）
　

■
第
２７
回
日
本
語
日
本
文
化
講
座
夏
期
セ

　
ミ
ナ
ー
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
　
　

　
海
外
の
大
学
・
大
学
院
で
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
学
生
約
６０
名
が
や
っ
て
き
ま

す
。
お
茶
の
間
で
国
際
交
流
が
で
き
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
入
期
間
　
６
月
９
日
�
〜
８
月
５
日
�

申
込
締
切
　
定
員
に
な
り
次
第
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２２ 
¦
０
７
７
０
（
北
海
道
国

　
　
　
　
　
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）
　
　
　



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
１
９
７
９
年
神
奈
川
県
川
崎
市
生
ま
れ
。
様
々
な
仕
事
を
経
験
し
、
ソ
ム
リ
エ
職
に
。
２
０
１
１
年
２
月
「
バ
ル
・ 

　
　
　
　
　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ラ
・
コ
ン
チ
ャ
」
に
勤
務
し
、
店
長
＆
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
現
在
に
至
る
。 

　
ス
ペ
イ
ン
と
は
？

私
は
仕
事
が
て
ら
本

場
の
ス
ペ
イ
ン
、
特

に
食
文
化
を
体
感
し

た
く
訪
れ
た
。
　
　

　
長
旅
を
終
え
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
に
到
着
し

た
時
、
様
々
な
感
情

に
支
配
さ
れ
た
。
ホ

テ
ル
に
着
き
、
周
辺

を
散
策
。
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で

デ
ィ
ナ
ー
。
意
気
揚
々

と
４
品
を
注
文
し
、

２
品
目
の
料
理
が
出

て
き
た
時
、
ふ
と
我

に
返
っ
た
。
し
ま
っ

た
！
ス
ペ
イ
ン
料
理

は
量
が
多
い
の
だ
っ

た
（
心
の
叫
び
）
。
冷
静
さ
を
取
り

戻
し
た
私
は
、
ど
う
や
っ
て
食
べ
切

る
か
、
突
如
訪
れ
た
難
題
に
胃
と
相

談
し
な
が
ら
解
決
策
を
練
っ
た
。
結

局
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
い
う
、
お
店
の

方
も
自
分
も
傷
つ
か
な
い
ベ
ス
ト
な

選
択
を
し
た
。
恐
る
べ
し
ス
ペ
イ
ン
。

　
そ
の
後
は
順
調
に
旅
を
続
け
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
を
中
心
に
巡
り
、
１
日
だ

け
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
と
い
う
街

を
訪
れ
た
。
今
回
の
旅
の
メ
イ
ン
で

あ
る
。
函
館
と
地
形
が
そ
っ
く
り
な

こ
の
街
は
、
美
し
い
海
岸
と
風
光
明

媚
な
街
並
み
で
、
ま
さ
に
理
想
郷
。

海
岸
沿
い
を
や
た
ら
と
多
く
の
人
が

走
っ
て
い
て
、
海
で
は
泳
ぐ
人
も
い

る
。
気
温
は
５
度
。
恐
る
べ
し
ス
ペ

イ
ン
。
そ
ん
な
景
色
を
横
目
に
、
旧

市
街
地
と
い
う
場
所
へ
向
か
っ
た
。

こ
こ
に
は
バ
ル
が
百
軒
程
隣
接
し
、

バ
ル
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
。
私
は
胃
と

肝
臓
と
三
位
一
体
と
な
り
、
限
界
ま

で
バ
ル
巡
り
を
し
た
。
ど
の
店
の
料

理
も
美
味
し
く
、
個
性
的
。
現
地
の

方
も
気
さ
く
で
面
白
く
、
す
ぐ
に
意

気
投
合
で
き
る
。
そ
う
、
こ
の
「
空

気
感
」
が
バ
ル
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
人
に
と
っ
て
、
バ
ル
は

人
生
の
一
部
で
あ
り
、
老
若
男
女
日

中
か
ら
飲
ん
で
語
っ
て
楽
し
ん
で
い

る
。
仕
事
は
？
な
ん
て
心
配
は
皆
無

だ
。
面
白
い
。
最
高
で
あ
る
。
酔
い

が
覚
め
な
い
よ
う
に
、
私
は
今
日
も

グ
ラ
ス
を
傾
け
る
。
グ
ラ
シ
ア
ス
！！

　
次
回
は
、
三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
函
館
丸
井
今
井
支
部
書
記

長
の
滝
田
敦
収
さ
ん
に
リ
レ
ー
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

  

　
子
供
の
時
、
日
系
の
祖
母
が
「
渋

い
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
時
、「
渋

い
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
祖
母
は

訳
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
英
語
に
は
、

日
本
語
で
言
う
「
渋
い｣

に
当
た
る

言
葉
が
な
い
ん
で
す
。
今
回
は
せ
っ

か
く
日
本
に
来
て
い
る
の
で
、「
渋
い
」

と
い
う
言
葉
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
味
が
渋
い
。
人
が
渋
い
。
色
が
渋

い
。
英
語
で
は
、
味
の
渋
さ
、
人
の

渋
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
言
葉
を
使
い

ま
す
が
、
日
本
語
で
は
一
つ
の
言
葉

「
渋
い
」
で
表
現
し
ま
す
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
に
「
ど
ん

な
味
が
渋
い
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、

と
て
も
濃
い
抹
茶
を
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
匂
い
も
、
味
も
か
な
り
濃
厚

で
、
そ
の
抹
茶
は
渋
か
っ
た
で
す
。

「
誰
が
渋
い
で
す
か
」
と
聞
い
て
み

る
と
、
ハ
リ
ソ
ン･

フ
ォ
ー
ド
や
リ

チ
ャ
ー
ド･

ギ
ア
、
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
色
に
つ
い
て
聞

は
、
緑
や
茶
色
。
禅
の
庭
も
渋
い
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
花
が
な

く
、
か
な
り
静
か
な
所
で
す
か
ら
。

　
「
渋
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
味
や

色
の
み
な
ら
ず
人
や
風
景
も
形
容
す

る
の
で
、
一
見
違
う
意
味
あ
い
の
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
共
通

の
観
念
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

は
か
と
な
く
静
か
で
、
男
ら
し
く
て
、

強
い
印
象
を
与
え
ま
す
。
も
し
か
す

る
と
、
昔
は
「
渋
い
」
と
い
う
言
葉

は
、
味
と
色
に
つ
い
て
の
み
使
う
言

葉
だ
っ
た
の
が
、
渋
い
物
の
好
き
な

男
の
人
を
徐
々
に
「
渋
い
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ア
メ
リ
カ
は
渋
さ
を
良
し
と
す
る

文
化
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
茶
色
よ

り
も
青
、
渋
い
物
も
の
よ
り
甘
い
物
、

禅
の
庭
よ
り
花
の
咲
き
乱
れ
る
庭
が

好
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
日
本
人

は
、
歴
史
を
通
し
て 

渋
い
物
を
め

で
て
き
ま
し
た
。
異
な
る
美
的
感
覚

や
価
値
観
が
あ
り
、
用
い
ら
れ
る
言

葉
も
異
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

「
渋
い
」
と
い
う
言
葉
を
通
し
て
、

以
前
よ
り
少
し
日
本
文
化
へ
の
理
解

が
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
　



　
今
回
は
１
月
２９
日
に
芸
術
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
、
「
メ
モ
リ
ア
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
ユ
ー
ｖ
ｏ
ｌ.

１４
」
に
参
加
し
た
、
鈴
木
元
気
さ
ん

で
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
一
般
公

募
に
よ
る
出
演
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
こ
め
て
、
芸
術
ホ
ー
ル
の
舞

台
で
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
     

　
ぼ
く
は
４
年
生
の
時
に
函
館
に
来

ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
は
東
京
で
１
年
間
、

函
館
で
２
年
間
習
っ
て
い
ま
す
。
ブ

ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
か
ら
習
い
は
じ
め
、

最
初
の
こ
ろ
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
今
は
ピ
ア
ノ
を
ひ
く
の
が
す

ご
く
楽
し
い
で
す
。
音
楽
を
聞
く
の

も
好
き
で
、
シ
ョ
パ
ン
の
暗
く
て
し

げ
き
が
あ
る
曲
が
特
に
好
き
で
す
。

　
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏

し
た
の
は
今
年
が
２
回
目
で
す
。
本

番
は
い
つ
も
よ
り
は
失
敗
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
が
、
ぼ
く
は
み
ん
な
の

前
で
演
奏
す
る
の
が
大
好
き
な
の
で
、

ほ
と
ん
ど
き
ん
ち
ょ
う
し
な
い
で
演

奏
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
　

　
今
年
は
初
め
て
自
分
で
作
曲
し
た

曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
「
雪
遊
び
」

と
い
う
曲
で
、
み
ん
な
で
ス
キ
ー
に

行
っ
て
、
一
人
ず
つ
す
べ
っ
て
い
る

時
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
曲
で
、

ま
だ
遊
ん
で
い
た
い
け
ど
帰
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
さ
み
し
さ
も
想
像
し

な
が
ら
作
曲
し
ま
し
た
。
こ
の
「
雪

遊
び
」
と
い
う
曲
は
２
番
と
３
番
が

あ
っ
て
、
２
番
は
そ
り
遊
び
の
ス
リ

ル
を
表
現
し
た
曲
、
３
番
は
雪
玉
づ

く
り
を
し
て
い
る
曲
で
す
。
こ
の
２

曲
も
、
い
つ
か
み
ん
な
の
前
で
発
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
暗
い
曲
が
大

好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
で

作
曲
し
て
演
奏
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

○心が躍る！音符も踊る！
　宮川彬良　心ｄｅバレエ 
　出演　森由利子（ヴァイオリン）、山本裕康（チェロ） 
　　　　中村祐子（パーカッション） 

　　　　米良美一（カウンターテナ－） 

　日時　５月２２日�午後６時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○ベネズエラ・トラディショナル・アンサンブル
　チェオ・ウルタード
　日時　７月１１日�午後６時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○山田一雄生誕１００年記念・特別例会
　山田英津子ソプラノリサイタル 
　ピアノ　前田勝則
　日時　７月１９日�午後６時３０分 
　会場　函館市芸術ホール 
○チェン・ミン二胡ライブ
　ギター　村石篤重　チェロ　堀沢真己 
　日時　８月２１日�午後６時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○布施明ＬＩＶＥ２０１２
　日時　１０月４日�午後６時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○ドレスデン聖十字架合唱団／森麻季
　日時　１２月５日�午後６時３０分 
○なぎら健壱コンサート 
　日程　平成２５年２月２４日�未定 
　会場　函館市民会館大ホール 

○劇団１９８０「落語芝居」千早振る、猫の皿　他
　構成・演出　大谷美智浩 
　出演　柴田義之、大久保美和、上野裕子、他 
　日時　４月２４日�午後６時４５分 
　　　　　　２５日�午後１時３０分 
　会場　函館市芸術ホール 
○こまつ座「闇に咲く花」
　作　井上ひさし　演出　栗山民也 
　出演　辻萬長、石母田史朗、浅野雅博、他 
　日時　６月１８日�午後６時３０分 
　　　　　　１９日�午後１時３０分 
　会場　函館市芸術ホール 
○文学座「花咲くチェリー」
　作　ロバート・ボルト　演出　坂口芳貞 
　出演　渡辺徹、名越志保、植田真介、他 
　日時　８月５日�午後６時時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○前進座「あなまどい」
　脚本　三好十郎　原作　乙川優三郎　演出　橋本英治 
　出演　嵐圭史、嵐芳三郎、他 
　日時　９月１７日�午後２時３０分 
　会場　函館市民会館大ホール 
○俳優座劇場プロデュース「十二人の怒れる男たち」
　作　レジナルド・ローズ　演出　西川信廣 
　出演　大滝寛、荘司肇、三木敏彦、他 
　日時　１１月１６日�午後６時４５分 
　　　　　　　１７日�午後１時３０分 
　会場　函館市芸術ホール 
 

感動のステージ！音楽でステキな出会いをしませんか。 こころに、「感動」のコレクション。



            

◎
石
川
　
木
連
続
講
座
　
　
　
　
　

　
「
　
木
と
の
対
話
」
　
　
　
　
　

◯
第
２
回
「
日
記
・
評
論
・
感
想
文
を

　
通
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
３
日
�
午
後
２
時
　
　

○
第
３
回
「
素
顔
と
残
像
を
通
し
て
」

日
時
　
３
月
２４
日
�
午
後
２
時
　
　

講
師
　
桜
井
健
治
氏
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
日
本
近
代
文
学
会
会
員
）

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
各
回
５０
名
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
各
回
と
も
電
話
で
　
　
　

　 
 

　
石
川
　
木
が
亡
く
な
っ
て
今
年
で

ち
ょ
う
ど
百
年
に
な
り
ま
す
。
２６
年

と
２
ヶ
月
と
い
う
短
い
人
生
で
し
た

が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
　
木
の

文
学
は
今
な
お
人
々
の
心
に
寄
り
添

い
な
が
ら
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
業
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
函
館

の
立
待
岬
に
眠
っ
て
い
る
　
木
を
追

悼
し
て
、
次
の
行
事
を
は
じ
め
幾
つ

か
の
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
　

◎
　
木
没
後
百
年
特
別
企
画
　
　
　

　
「
石
川
　
木
の
終
焉
と
妻
節
子
」

　
〜
病
魔
と
貧
困
の
な
か
、
二
人
は
、

　
せ
つ
な
く
も
、
心
に
染
み
る
文
を

　
遺
し
て
早
世
し
た
〜
　
　
　
　
　

　 
         

　
生
命
の
証
を
刻
み
込
む
よ
う
に
記

し
続
け
た
肉
筆
の
日
記
や
書
簡
を
展

示
す
る
と
と
も
に
、
世
間
に
余
り
知

ら
れ
て
い
な
い
最
晩
年
の
文
や
、
妻

節
子
の
書
簡
等
も
紹
介
し
ま
す
。
　

会
期
　
４
月
８
日
�
〜
１０
月
１０
日
�

◎
石
川
　
木
講
座
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
山
本
玲
子
氏
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
石
川
　
木
記
念
館
学
芸
員
）

日
時
　
８
月
１８
日
�
午
後
２
時
　
　

場
所
　
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

◎
文
学
の
夕
べ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
６
回
と
も
　
木
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
「
梁
川
剛
一
生
誕
１
１
０
年
に
寄

　
せ
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
彫
刻
と
さ
し
絵
の
世
界
で
偉
大
な

業
績
を
遺
し
た
函
館
出
身
の
梁
川
剛

一
が
、
今
年
、
生
誕
１
１
０
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
記
念
し
、

次
の
二
つ
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
　

○
企
画
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
市
立
函
館
博
物
館
が
所
蔵
す
る
梁

川
剛
一
の
数
々
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
文
学
館
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　

　
元
北
星
学
園
大
学
文
学
部
教
授
で

児
童
文
化
が
専
門
の
谷
暎
子
氏
に
、

梁
川
剛
一
の
世
界
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

　 
                         

　
全
国
大
会
に
出
場
す
る
今
の
気
持

ち
は
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
年
生
の
時
に
出
場
し
た
時
は
、

良
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
今
回
は
良
い
結
果
を
出

し
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
道
大
会
で
、
気
を
つ
け
た
こ
と

は
何
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
緊
張
し
ラ
リ
ー
が
長
く
な
る
と
あ

せ
る
の
で
、
練
習
の
時
か
ら
落
ち
着

い
て
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
卓
球
を
始
め
た
の
は
い
つ
か
ら
で

す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
１
年
生
の
時
で
す
。
　
　

　
始
め
る
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
？

　
母
と
兄
が
し
て
い
る
の
を
見
て
、

楽
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
　
　

　
練
習
は
ど
の
く
ら
い
し
ま
す
か
？

　
毎
日
で
す
。
土
・
日
曜
日
は
朝
か

ら
晩
ま
で
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
練
習
相
手
は
誰
が
し
て
く
れ
ま
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ク
ラ
ブ
の
人
達
で
す
。
一
人
の
時

は
サ
ー
ブ
練
習
を
し
ま
す
。
　
　
　

　
卓
球
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
ど

こ
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
練
習
を
重
ね
て
い
き
試
合
で
良
い

結
果
を
残
す
と
頑
張
ろ
う
と
思
う
こ

と
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
自
信
が

持
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　

　
難
し
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　

　
相
手
の
プ
レ
ー
に
対
し
て
ミ
ス
を

し
た
時
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　

　
試
合
の
前
に
、
お
互
い
の
ラ
ケ
ッ

ト
を
見
せ
合
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
、

戦
法
を
変
え
た
り
し
ま
す
か
？
　
　

　
戦
法
を
変
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
相
手
の
よ
う
す
が
わ
か
る

の
で
助
か
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
ラ
ケ
ッ
ト
は
ど
ん
な
の
を
使
っ
て

い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ド
ラ
イ
ブ
型
な
の
で
そ
れ
に
あ
っ

た
物
を
使
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
今
の
ラ
ケ
ッ
ト
は
、
何
年
く
ら
い

使
っ
て
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　

　
ラ
ケ
ッ
ト
は
長
く
使
っ
て
い
ま
す

が
、
ラ
バ
ー
は
欠
け
る
と
試
合
で
使

え
な
い
の
で
傷
ま
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
目
標
と
す
る
選
手
は
誰
で
す
か
？

　
チ
ァ
ン
・
イ
ー
ニ
ン
（
元
中
国
代

表
、
北
京
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
　

　
今
の
目
標
は
何
で
す
か
？
　
　
　

　
全
国
ラ
ン
ク
に
入
る
こ
と
で
す
。

　
生
活
全
般
を
通
し
て
、
特
に
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
け
が
を
し
な
い
こ
と
と
、
け
じ
め

の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。
　

　
将
来
は
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
卓
球
を
続
け
た
い
し
、
親
を
楽
さ

せ
ら
れ
る
仕
事
を
し
た
い
で
す
。
　

　
今
、
関
心
の
あ
る
こ
と
は
？
　
　

　
本
を
読
む
こ
と
で
す
。
　
　
　
　

　
尊
敬
す
る
人
は
ど
な
た
で
す
か
？

　
同
じ
ク
ラ
ブ
に
い
る
佐
藤
瞳
さ
ん

で
す
。
（
尾
札
部
中
２
年
生
）
　
　

　
家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人

は
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
母
さ
ん
、
兄
、
弟
が
、
卓
球
を

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
好
き
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
か
？
　

　
「
自
信
」
と
「
努
力
」
で
す
。
　

　
卓
球
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思

う
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？
　
　

　
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
こ
と
が
、

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
国
大
会
で
は
、
納
得
の
い
く
良

い
結
果
を
残
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　 



　
今
年
の
積
雪
は
多
く
、
雪
解
け
は

遅
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
日
に
日
に

グ
ラ
ン
ド
の
雪
が
減
り
、
子
ど
も
の

動
き
も
徐
々
に
活
発
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
達
は
、
自
分
を
表
現
し
た
い

感
情
が
高
ま
っ
て
く
る
時
期
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
子
ど
も
の
意
気
込
み
、

所
属
し
て
い
な
い
子
ど
も
も
５
月
下

旬
か
ら
６
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
て
い

る
運
動
会
で
走
る
の
が
得
意
な
子
ど

も
も
、
不
得
意
な
子
ど
も
も
意
識
し

だ
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
る
私
の「
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
」に

「
運
動
会
で
・
・
・
・
」
と
い
う
子

ど
も
が
来
る
の
が
多
く
な
る
か
ら
で

す
。
速
く
走
り
た
い
子
、
走
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
子
、
「
び
り
」
に
な

ら
な
い
よ
う
に
走
り
た
い
子
な
ど
、

い
ず
れ
も
今
の
自
分
を
高
め
た
い
と

い
う
子
ど
も
達
で
す
。
１０
ｍ
も
走
れ

な
い
子
も
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
日
本
の
最
初
の
運
動
会
は
、
１
９

７
４
年
（
明
治
７
年
）
に
海
軍
兵
学

寮
（
の
ち
の
海
軍
兵
学
校
）
で
の
開

催
で
、
１
回
の
み
で
修
了
。
そ
の
後

は
１
８
７
８
年
（
明
治
１１
年
）
に
東

京
大
学
（
１
８
８
３
年
）
よ
り
早
く
、

札
幌
農
学
校
（
現
北
海
道
大
学
）
で

開
催
さ
れ
た
遊
戯
会
で
す
。
道
南
で

も
１
８
８
６
年
（
明
治
１９
年
）
、
松

前
の
松
城
小
学
校
や
亀
田
・
鍛
治
・

赤
川
・
桔
梗
・
上
磯
の
各
小
学
校
連

合
で
の
運
動
会
が
古
く
に
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
種
目
も
時
代
時
代
で

変
遷
さ
れ
な
が
ら
も
、
得
る
も
の
が

多
く
あ
っ
て
、
延
々
と
学
校
行
事
と

し
て
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
数
年
前
か
ら
「
優
劣
を
つ
け
な

い
た
め
の
教
育
的
な
配
慮
か
ら
横
一

列
で
ゴ
ー
ル
す

る
徒
競
走
」「
学

力
を
保
障
す
る

た
め
の
授
業
時

数
確
保
」「
子
ど

も
は
教
室
で
給

食
、
家
族
は
校

庭
で
弁
当
」
な

ど
運
動
会
の
あ

り
方
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
ま

す
。「
勝
ち
組
、

負
け
組
」「
格
差

社
会
」
な
ど
の
言
葉
も
流
行
り
ま
し

た
。
人
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。
差

が
あ
っ
て
当
然
と
思
い
ま
す
。
体
育

の
、
国
語
の
、
算
数
の
得
意
な
子
ど

も
、
走
っ
た
ら
、
計
算
だ
っ
た
ら
、

魚
の
事
な
ら
負
け
な
い
、
と
思
っ
て

い
る
子
ど
も
が
お
り
ま
す
。
子
ど
も

達
は
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
自

分
の
良
さ
を
、
得
意
な
事
を
認
識
し

ま
す
。
早
熟
の
子
ど
も
、
晩
熟
の
子

ど
も
が
お
り
ま
す
。
特
に
走
る
事
で

は
中
学
生
、
高
校
生
の
時
に
逆
転
す

る
事
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
多
く
の

子
ど
も
は
自
分
の
良
さ
を
高
め
る
た

め
努
力
は
し
ま
す
。
ま
た
負
け
る
か

ら
、
差
が
あ
る
か
ら
頑
張
り
ま
す
。

意
気
地
、
向
上
心
が
湧
き
ま
す
。
そ

の
結
果
次
第
で
自
信
を
失
う
事
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
努
力
し

た
こ
と
か
ら
自
信
が
持
て
、
ま
た
相

手
を
認
め
る
こ
と
も
、
尊
敬
す
る
こ

と
も
で
き
、
謙
虚
に
、
対
等
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
真
面
目
に
努
力
す
る
人
が
認
め
ら

れ
る
社
会
に
し
た
い
。
自
信
を
持
て

る
た
め
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　
函
館
市
生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
学
（
現

筑
波
大
学
）
卒
業
後
、
函
館
大
学
専
任

講
師
、
函
館
東
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
、

１
９
８
４
年
よ
り
北
海
道
教
育
大
学
函

館
校
教
官
。
２
０
０
７
年
三
月
同
大
学

定
年
退
職
し
、
同
大
学
名
誉
教
授
。
専

門
は
運
動
学
専
攻
。
主
に
体
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
、
ス
ポ
ー
ツ
統
計
学
・
測
定
法
。

日
本
陸
上
競
技
協
会
Ｓ
級
公
認
審
判
員
。

社
団
法
人
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合
理
事
。

北
海
道
学
生
陸
上
競
技
連
盟
副
会
長
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

            

◎
丸
木
舟
を
展
示
し
ま
し
た
！！
　
　

　
こ
の
丸

木
舟
は
八

雲
町
の
椎

久
（
し
い

く
）
年
蔵

∧
ア
イ
ヌ

名

ト

イ

（
ヨ
）
タ

リ
ケ
∨
氏

（
１
８
８

４
〜
１
９

５
８
年
）

が
使
用
し

て
い
た
も

の
で
、
１
９
６
６
年
に
妻
の
キ
ミ
氏

か
ら
市
立
函
館
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
一
本
の
木
を
ほ
ぼ
半
分
に

し
て
、
刳
り
ぬ
い
た
も
の
で
、
舟
べ

り
や
舟
底
に
は
「
ち
ょ
う
な
」
や
「
も

っ
た
」
と
い
う
特
別
な
道
具
で
加
工

し
た
削
り
跡
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　

　
昨
年
当
館
へ
移
動
に
な
り
公
開
し

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
併
せ
て
１
８
８
４
年
、
静
内
地
方

で
作
ら
れ
た
板
と
じ
船
（
イ
タ
オ
マ

チ
ッ
プ
）
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
な
ど

も
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　

期
間
　
３
月
末
ま
で 

　 
 

◎
収
蔵
資
料
展
　
　
　
　
　
　
　
　

　｢

『
チ
セ
』
模
型
と
絵
で
み
る
ア

　
イ
ヌ
の
住
ま
い｣

（
仮
称
）　
　
　

期
間
　
７
月
２１
日
�
〜
１０
月
２１
日
�

◎
北
方
民
族
資
料
館
講
座
　
　
　
　

○
夏
休
み
自
由
研
究
　
　
　
　
　
　

　
親
子
体
験
　
北
方
民
族
文
様
の
切

　
り
紙
細
工
を
し
よ
う
　
　
　
　
　

日
程
　
８
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
小
学
生
と
保
護
者
２０
名
　
　

○
ア
イ
ヌ
文
様
木
彫
り
教
室
　
　
　

　
ア
イ
ヌ
伝
統
工
芸
家
を
講
師
に
、

木
製
品
の
製
作
を
通
し
て
ア
イ
ヌ
文

様
や
技
法
を
習
い
、
ア
イ
ヌ
の
物
作

り
や
器
に
対
す
る
考
え
方
を
学
び
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
９
月
８
日
�
・
９
日
�
　
　

参
加
料
　
３
０
０
円
＋
材
料
費
　
　

定
員
　
一
般
２０
名
　
　
　
　
　
　
　

○
ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う
教
室
　
　

　
ア
イ
ヌ
伝
統
工
芸
家
を
講
師
に
、

初
心
者
が
作
品
を
作
り
な
が
ら
、
ア

イ
ヌ
文
様
や
刺
繍
の
基
礎
技
術
を
習

い
、
ア
イ
ヌ
衣
装
の
伝
統
文
様
や
ア

イ
ヌ
女
性
と
針
仕
事
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
級
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
１０
月
６
日
�
・
７
日
�
　
　

入
門
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
１０
月
８
日
�
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
共
に
３
０
０
円
＋
材
料
費

定
員
　
共
に
一
般
２０
名
　
　
　
　
　

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク
　
　
　

　｢

ア
イ
ヌ
の
家
づ
く
り｣

（
仮
称
）

日
程
　
１０
月
２０
日
�
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　

定
員
　
一
般
６０
名
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 



　 
            

○
弥
生
射
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
４
回
西
部
地
区
弓
道
講
習
会
　

　
（
中
学
・
高
校
）
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
２４
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
５
回
西
部
地
区
弓
道
講
習
会
　

　
（
大
学
・
一
般
）
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
２５
日
�
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
函
館
室
内
選
手
権
大
会
　
　
　
　

日
程
　
３
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
第
６５
回
道
南
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
親
善
大
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
３
日
�
・
４
日
�
　
　

会
場
　
北
斗
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
第
３５
回
六
人
制
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
民
体
育
館
　
　
　
　

○
第
３６
回
道
南
中
学
校
選
抜
強
化
講

　
習
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
２０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
桔
梗
中
学
校
、
湯
川
中
学
校

　
　
　
　
　 

 

○
第
１４
回
大
村
病
院
杯
室
内
サ
ッ
カ

　
ー
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
３
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
内
各
小
学
校
　
　
　
　
　

日
程
　
３
月
４
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
北
斗
市
総
合
体
育
館
　
　
　

●
「
真
向
法
体
操
」
会
員
募
集
　
　

　
誰
で
も
、
極
め
て
簡
単
に
で
き
る

身
体
の
お
手
入
れ
法
と
し
て
、
「
真

向
法
」
と
い
う
体
操
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間
　
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
　
　

会
場
　
函
館
市
民
会
館
　
　
　
　
　

対
象
　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
　
　
　

問
合
せ
　
�
５４
¦
０
３
３
１
（
釣
谷
）

●
ア
ル
ペ
ン
競
技
・
強
化
ク
リ
ニ
ッ
ク

講
師
　
小
倉
進
（
元
全
日
本
ナ
シ
ョ

　
　
　
　
ナ
ル
チ
ー
ム
ジ
ュ
ニ
ア
チ

　
　
　
　
ー
ム
コ
ー
チ
）
　
　
　
　

日
時
　
３
月
４
日
�
午
前
９
時
３０
分

会
場
　
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場

参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
〜
高
等
学
校
の
競
技
者
及

　
　
　
　
び
指
導
者
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
２６
日
�
及
び
当
日
　

問
合
せ
　
�
５１
¦
４
３
２
４（
近
藤
）

　 
          

　
　
　
　
　

　 
 

◎
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
６
月
２２
日
�

　
　
　
の
金
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

定
員
　
１０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
２
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
５
月
１８
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

定
員
　
５０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１６
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
市
民
水
泳
教
室
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
５
月
１８
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
の
部
　
１０
時
３０
分
〜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１２
時
　
　
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
６
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
８
時
　
　
　

定
員
　
午
前
の
部
３０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
午
後
の
部
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１６
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
５
月
１８
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

定
員
　
３０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１６
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
専
科
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
　
　

日
時
　
４
月
１４
日
�
〜
６
月
３０
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１０
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
サ
ン
デ
ィ
ス
イ
ム
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
７
月
１
日
�

　
　
　
の
日
曜
日
（
全
１０
日
）
　
　

　
　
　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
　
　
　

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１２
日
�
〜
５
月
２４
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
　
　
　
　
　

　
　
　
昼
の
部
　
１２
時
〜
１
時
１５
分

　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
時
４５
分
　
　
　

定
員
　
昼
の
部
　
５０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
夜
の
部
　
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１２
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
コ
ー
ス
　
　
　

日
時
　
４
月
１４
日
�
〜
６
月
３０
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
８
時
４０
分

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１０
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
ロ
ン
グ
５０
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
　
　

日
時
　
４
月
１６
日
�
〜
７
月
２
日
�

　
　
　
の
月
曜
日
（
全
１０
日
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
１５
分
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１２
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時
　
４
月
１６
日
�
〜
５
月
２３
日
�

　
　
　
の
月
・
水
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１９
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
ロ
ン
グ
教
室
　

日
時
　
４
月
１８
日
�
〜
９
月
１２
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
２０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
８
時
〜
８
時
４０
分
　
　

定
員
　
４０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
き
っ
ち
り
４
泳
法
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

日
時
　
４
月
１８
日
�
〜
６
月
２７
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
　
　

定
員
　
１０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
５
日
�

※
以
上
全
て
対
象
は
満
１８
歳
以
上
　

◎
幼
児
の
水
遊
び
教
室
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１８
日
�
〜
６
月
２７
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
３
時
〜
４
時
　
　
　
　

対
象
　
４
歳
児
・
５
歳
児
　
　
　
　

定
員
　
３０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１４
日
�
午
後
４
時
１５

　
　
　
　
分
〜
４
時
３０
分
（
４
時
３０

　
　
　
　
分
現
在
定
員
超
過
の
時
は

　
　
　
　
抽
選
）
　
　
　
　
　
　
　

◎
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
教
室
　
　
　

日
時
　
４
月
１４
日
�
〜
５
月
２７
日
�

　
　
　
土
・
日
曜
日
（
全
１０
回
）
　

　
　
　
第
１
部
　
午
後
１
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
２
時
３０
分
　
　
　

　
　
　
第
２
部
　
午
後
２
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
３
時
３０
分
　
　
　

対
象
　
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
各
５０
名
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
少
年
少
女
４
泳
法
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
７
月
１５
日
�

　
　
　
日
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
４５
分

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
４
日
�
〜
４
月
５
日
�

※
受
講
料
・
対
象
が
中
学
生
以
下
の

　
場
合
２
０
０
０
円
、
ウ
ォ
ー
タ
ビ

　
ク
ス
５
８
０
０
円
、
ウ
ォ
ー
タ
ビ

　
ク
ス
ロ
ン
グ
９
０
０
０
円
、
一
般

　
は
４
８
０
０
円
で
す
。
い
ず
れ
も

　
保
険
料
込
み
の
受
講
料
で
す
。
　

※
お
電
話
で
の
お
申
込
み
は
で
き
ま

　
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
器
材
点
検
日
以
外
の
使
用
制
限
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　

　 



　
 

          　
 

 　
陸
上
競
技
場
は
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

の
芝
生
以
外
は
す
べ
て
全
天
候
型
舗

装
と
な
っ
て
お
り
ト
ラ
ッ
ク
は
９
レ

ー
ン
の
ほ
か
、
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド
に

は
４
コ
ー
ス
の
雨
天
走
路
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
時
開
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
２０
日
�
〜
３１
日
�
　
　
　
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
　
　
　

　
芝
生
利
用
は
５
月
上
旬
予
定
。
　

使
用
開
始
　
４
月
１
日
�
　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
前
６
時
〜
午
後
７
時

使
用
料
金
（
個
人
１
日
）
　
　
　
　

　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
　
５０
円

　
高
校
生
〜
大
学
生
　
　
１
０
０
円

　
一
般
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※
函
館
市
内
在
住
又
は
、
在
学
の
小
・

　
中
学
生
の
使
用
料
は
無
料
と
な
り

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
用
使
用
料
　
１
日
２
０
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
半
日
１
２
０
０
０
円 

 

　
 

  使
用
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
５
月
１
日
�
〜
１０
月
３１
日
�
　
　

窓
口
受
付
　
３
月
２５
日
�
か
ら
随
時

電
話
受
付
　
３
月
２６
日
�
か
ら
随
時

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
３
月
２５
日
�
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ

　
ジ
ア
ム
に
て
受
付
致
し
ま
す
。
使

　
用
希
望
日
が
重
複
し
た
場
合
に
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
 

 　
４
月
分
の
一
般
利
用
申
込
み
は
、

３
月
２０
日
�
午
前
９
時
よ
り
千
代
台

公
園
陸
上
競
技
場
に
て
受
付
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
随
時
申
込
み

は
４
月
１
日
�
午
前
９
時
よ
り
千
代

台
公
園
庭
球
場
（
�
３１
¦
６
９
９
３
）

で
受
付
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

５
月
・
６
月
の
団
体
定
期
申
込
み
　

　
３
月
３１
日
�
午
後
５
時
ま
で
に
、

団
体
登
録
と
ハ
ガ
キ
に
よ
る
同
時
申

込
み
が
必
要
で
す
。
配
布
及
び
受
付

は
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
（
３
月
９

日
�
ま
で
）
、
千
代
台
公
園
陸
上
競

技
場
（
３
月
１３
日
�
か
ら
）
で
行
い

ま
す
。
但
し
３
月
３
・
４
・
１０
・
１１

日
の
土
・
日
曜
日
は
休
み
で
す
。
　

　
な
お
、
一
般
利
用
申
込
み
は
４
月

２０
日
�
午
前
９
時
よ
り
千
代
台
公
園

陸
上
競
技
場
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
随
時
申
込
み

は
５
月
１
日
�
午
前
９
時
よ
り
千
代

台
公
園
庭
球
場
（
�
３１
¦
６
９
９
３
）

で
受
け
付
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
３
月
９
日
�
ま
で
　
　
　

　
　
　
　
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
　

　
　
　
　
（
�
５４
¦
５
２
３
３
）
　

　
　
　
　
３
月
１２
日
�
か
ら
　
　
　

　
　
　
　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理

　
　
　
　
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
�
５５
¦
１
９
０
０
）
　

　 
 

　 
          

◎
市
民
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
　
　
　
　

　
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
初
優
勝

　
出
来
た
要
因
〜
心
技
体
の
バ
ラ
ン

　
ス
〜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
監
督
就
任
か
ら
わ
ず
か
３
年
目
に

し
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
２
０
１
１

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
優
勝
に
導
き
、

先
日
行
わ
れ
た
２
０
１
２
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
で
は
４
位
入
賞
、
ま
た
２

０
１
１
世
界
陸
上
韓
国
テ
グ
大
会
男

子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
尾
田
賢
典
選

手
を
育
て
た
佐
藤
敏
信
監
督
の
講
演
。

講
師
　
佐
藤
敏
信
（
ト
ヨ
タ
自
動
車

　
　
　
　
陸
上
長
距
離
部
監
督
）
　

日
時
　
３
月
１２
日
�
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
　

料
金
　
無
料
（
要
整
理
券
）
　
　
　

定
員
　
３
０
０
名
　
　
　
　
　
　
　

※
整
理
券
は
市
民
体
育
館
で
配
布
し

　
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

■
編
集
委
員
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　

　
北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授
の
米

谷
元
捷
先
生
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
コ

ラ
ム
」
は
今
回
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。
米
谷
先
生
に
は
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
次
号
か
ら
は
、
函
館
短
期
大
学
専

任
講
師
の
鈴
木
英
悟
先
生
の
連
載
が

始
ま
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
２４
年
度
第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
教

　
室
受
講
生
募
集
　
　
　
　
　
　
　

　
２４
年
度
も
市
民
体
育
館
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
受
付

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
教
室
の
受
付

日
と
受
付
時
間
を
ご
確
認
の
う
え
、

市
民
体
育
館
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ

の
場
で
抽
選
と
し
、
代
理
人
を
含
め

申
込
者
１
名
に
つ
き
１
件
の
申
込
み

と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
家
族
一
緒
の

申
込
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
。
ま
た
、
申
込
日
に
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
、
申
込
み
を
延

長
し
、
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
募
集
要
項
は
３
月
上
旬
よ
り
体
育

館
窓
口
ほ
か
で
配
布
予
定
で
す
。
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